SONY. 


4 - 415 - 894 - 02 ( 1 ) 


7 ルチチャンネル 
インテグレートアンプ 


取扱説明書 


お買い上げいただをお0がとラございまず。 


A 警告 


電気製品は安全のためのミ主意事項を守らないと、火災が人身事故にな 
ることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取り扱いかたを示し 
ています。 この取巧説明書と別冊の「ま全のために」をよくお読みのラえ、 製品をま 

全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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この取扱説明書につい 
て 

この取扱説明書では、主に付属のリモコンを 
使った操作のしかたを説明しています。 U モ 
コンと同じ名前のボタンやつまみび本体にあ 
る場をは、本体でわ同様に操作でさます。 


商標にごいて 

本機はドルビー*デジタルデコーダー （ EX ) 
およびドルビープ□□ジック（ II 、 llx 、 llz ) 
Dolby Diaital Plus、Dolby TrueHD デコー 
ダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デコーダー、 
DTS ** ( DTS-ES および DTS 96/24) デ 
コーダー、 DTS - HD デコーダーを搭載してい 
ます。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基 
づを製造されています。 Dolby 、 ドル 
ビ ー 、 Pro Loaic、Surround EX、AAC 
□ゴ及びダブル D 記号はドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 

米国特許番号5,956,674、5夕74,380、 
6,226,616、6,487,535、7,212,872、 
7,333,929、7,392,195、7,272，日67、そ 
の他米国および米国外で特許取得済みまた 
は申請中の実施権に基づさ製造されていま 
す。 DTS - HD 、 シンボル、および DTS - 
HD とシンボルの組み合わせは登録商標で 
す。また DTS-HD Master Audio は DTS , 
Inc . の商標です。製品にはソフトウェアび 
含まれています。© DTS , Inc . All Rights 
Reserved . 

本機は、 High-Definition Multimedia 
Interface ( HDMI ™) 技術を搭載しています。 
HDMI、HDMI □コ‘、及び High-Definition 
Multimedia Interface は、米国およびその他 
の国における HDMI Licensing LLC の商標 
または、登録商標です。 

" x . v . Color " および "X.V. Color " □づは、ソ 
こ一株式会社の商標です。 

"ブラビアリンク’および " BRAVIALink " 
□コ’は ソニー 株式会社の登録商標です。 

" PlayStation " は株式尝社ソニー-コン 
ピュータエンタテイン ントの登録商標です。 
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その他の操作 

デジタル音声とアナログ音声を切 D 
換える（インプットモード） ...... 

他の映像/音声入力端テを使ラ ..... 

設定メニューの使いかた . 


U モコンをほラ 

入力切 D 換え用ボタンの割 D 当てを 


変更すの . 6 I 

入力切 D 換え用ボタンを初期設定に 
戻す . 62 

その他 

使用上のごま意 . 63 

故障かな？と思ったら . 64 

保証書と アフターサービス . 69 

王な仕様 . 69 

索引 . 71 


"ブラビア y ンク"機能 

"ブラビアリンク"機能とは？ . 44 

"ブラビアリンク"機能の準備を 

する . 45 

ワンタッチ操作で機器を再生する 

(ワンタッチプレイ） . 46 

テレビの音声を本機のスピーカー 
で楽しむ 

(システムオーディオコ 

ント□-ル） . 46 

デジタル放送のジャンルに応じて、 

サラウンド効果を自動的に切り 
換える 

(才ートジャンルセレクター) . 47 

テレビで本機の電源を切る 

(電源オフ連動） . 48 

選んだシーンに応じて最適なサウンド 
フィールドを楽しむ 
(シーンセレクト） . 49 


目次 


この取扱説明書について . 2 

同袖 DO . 4 

各部の名前と働を . 己 

はじめに . 14 

接続 

1:スピーカーを設置する . 16 

2 :スピーカーを接続する . 18 

3 :テレビを接続する . 20 

4 a :映像機器を接続する . 21 

4 b :才ーデイオ機器を接続する . 27 

5 :アンテナを接続する . 27 

6 :電源コードを接続する . 28 

本機の準備をする 

本機の初期設定を行5 . 28 

スピーカーノ f 夕ーンを選ぶ . 29 

自動音場補正機能を使う . 30 

スピーカーレベルを調整する 

(テストトーン） . 34 

基本操作 

再生 35 

表示窓で情報を確認する . 36 

本機を使って録音/録画する . 37 

チユーナーの操作 

FM / AM ラジオを聞く . 37 

FM / AM ラジオ放送局をプ U セッ 

卜する . 39 

サラウンド音青を楽しむ 

サウンドフイールドを選ぶ . 40 

ヴウンドフイールドを初期設定状態に 
戻す . 44 


謂5^ 
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同お品 

• 取扱説明書（本書） （ 1 ) 

• 接続-設定ガイド （ 1 ) 

• を全のために （ 1 ) 

• ソニーご巧談窓□のご案内 （ 1 ) 
• イ呆証書 （ 1 ) 

• 製品登録のおすすめ （ 1 ) 

• FM アンテナ線 （1) 



•リモコン （ RM - AAU 131)(1) 



•単3形マンガン乾電池 （2) 


移 

•測定用マイク ( ECM - AC 2)(1) 



リモコンに電池を入れる 


U モコンに単3形マンガン乾電池 
(付属）2個を入れます。 

乾電池を入れる際には ® と©の向をを 
正しく入れてください。 



で、ミま房 

•極端に温度や湿度の高い場所に U モコンを放 
置しないでください。 

•新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使わない 
でくださし、。 

• マンガン乾電池と他の種類の乾電池を還ぜて 
使わないでください。 

•リモコンを使ラとをは、 U モコン受光部に直 
射曰光や照明器具などの強い光が当たらない 
よラにごを意ください。 U モコンで操作でさ 
ないことびおります。 

•長い間 U モコンを使わないとさは、液もれや 
腐食を避けるために乾電池を取り出してくだ 
さい。 

•電池交換時や電池をと0はずしたとさに、リ 
モコンのボタンにプ□グラムした内容び消え 
る場合があります。その場合は、再登録して 
<ださい （61 ぺージ）. 

• U モコンび本機に認識されなくなったら、乾 
電池をすべて交換してください。 
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る部の名前と働を 

本巧前面 



丘] 1/(!) (電源オン/スタジバイ）口8、 回 PHONES 端子 

44ぺージ） ヘッドホンをつなざます。 

回 INPUT SELECTOR つまみ巧5、39、 

49ぺージ） 

团表示窓 （6 ぺージ） 

团リモコン受巧部 

U モコンからの信号を受信します。 

固 MASTER VOLUME つまみ（34、 

35ページ） 

固 MUTING (35 ぺージ） 

囚 DIMMER 

表示窓の明るさを3段階で調整します。 

图 DISPLAY (36 ぺージ） 

图 2CH/A.DIRECT、A.F.D.、 

MOVIE/HD-D.C.S.、MUSIC 
(40 ページ） 

画 TUNING MODE、TUNING +/-、 

MEMORY/ENTER (37 ぺージ） 


M INPUT MODE (49 ぺージ) 
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表巧窓上のインジケーター 





|iiiLFE»i| [HDMI 
fC^ ~ OPT 



「DTS -ES 96/241 |NE0 ： 6] 
を TS-HD MSTR HI RES LBR] 


画 


回 


I 田 PLIIxz] 


に PCM ] [田 D +EXM 


[TrueHD] 


ISLEEPP 


甲甲匠 


[D.RANGEh 


因 因を] 


曲 


田再生チャンネル表示 

し C 、 R などの文字は、再生中のチャン 
ネルを表します。文字の周りの枠は、ス 
ピーカーセッティングに基づいて、本機が 
ソース音源をどのよラにダウンミックスし 
ているかを表示します。 

LH フ□ント八イ左 

RH フ□ント八イち 

L フ□ント左 

R フ□ントち 

C センター（モノラル） 

SL サラウンド左 

SR サラウンドち 

S サラウンド（モノラル/ 

Pro Logic 処理された 
サラウンド成分） 

SBL サラウンドバック左 

SBR サラウンドバックち 

SB サラウンドバック （6.1 

チャンネル処理されたヴ 
ラウンドバック成分） 

例 - 

スピーカーパターン： 3/0.1 
記録形式： 3/2.1 

ヴウンドフィールド： A . F . D . AUTO 

國 

LL 」 回面 

SL SR 


团入力表示 

現在、本機に入力されている信号を点な表 
术します。 

HDMI 

-インプットモードが 「 AUTO 」 に設定さ 
れており、機器び HDMI IN 端子を通じ 
て接続されている場合に点灯します。 

(49 ぺージ） 

-テレビの入力びオーディオリターンチヤ 
ンネル （ ARC ) 信号を検出した場合に点 
灯します。 

COAX 

インプットモードび 「 AUTO 」 または 
「 COAX 」 に設定されており、ソース信号 
び COAXIAL 端子からのデジタル信号で 
ある場合に点なします （49 ページ)。 

OPT 

インプットモードび 「 AUTO 」 または 
「 OPT 」 に設定されており、ソース信号が 
OPTICAL 端テか5のデジタル信号である 
場合に点灯します （49 ページ)。 

固 DTS 卜 ES ) 表示 

対応する DTS フォーマットの信号をデ 
コードしているとさに、該当する表示び点 
巧します。 

DTS DTS 

DTS-ES DTS-ES 

DTS 96/24 DTS 96 kHz に4ビット 


图 SW 

音亩信号び SUBWOOFER 端子か5出力 
されているとをに点灯します。 

国 ] WLFEH1 

再生中のディスクに LFE (重低音効果） 
チヤンネルびあ0、実隙に LFE チヤンネ 
ル信号が再生され ている とさに、点灯しま 
す。 


ごミち意 

DTS フオー マッ トのディスクを再生する 
とさは、デジタル接続び完了しているこ 
と、およびインプットモードび 
「 ANALOG 」 に設定されていないか 
(49 ぺージ)、または FA . DIRECTJ 
が選択されていないか確認してください。 

固 NEO:6 

DTS Neo :6 Cinema/Music デ〕ーダが働 
いているとさに点灯します （41 ページ)。 
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回ドルビープ□□ジック表示 

ドルビープ□□ジック処理をしているとさ 
に、該当する表示び点灯します。マトリック 
スサラウンドデコード技術によって、入力 
信号を拡張することびでをます。 

田 PL Dolby Pro Logic 

田 PL II Dolby Pro Logic II 

田 PL llx Dolby Pro Logic llx 

EH PL Hz Dolby Pro Logic Hz 

ごを意 

スピーカーパターンの設定によっては、点 
口しない場をびあります。 

固ドルビーデジタルサラウンド表示 

对応するドルビーデジタル方式の信号をデ 
コードしているとをに、該当する表示が点 
灯します。 

EH D Dolby Digital 

の D EX Dolby Digital 

Surround EX 

田 D+ Dolby Digital Plus 

m TrueHD Dolby TrueHD 

ごま意 

ドルビーデジタル方式のディスクを再生す 
るとをは、デジタル接続び完了しているこ 
と、およびインプットモードが 
「 ANALOG 」 に設定されていないか （49 
ページ)、または 「 A . DIRECTJ び選択さ 
れていないか確認してください。 

回 SLEEP 

ス U —プタイマーが働いているとさに点な 
します （11 ページ)。 

圆 D.RANGE 

ダイナ S ックレンジの圧縮び働いていると 
さに点灯します （57 ページ)。 

回チューニング表示 

ラジオの放送局を受信すると点灯します。 

ST 

ステレオ放送 

プリセットされた放送局の番号（プリセッ 
卜した放送局によって変わ0ます。） 

回 AAC 

MPEG -2 AAC 信号をデコードしていると 
きに点灯します。 

ごを意 

MPEG -2 AAC はアルづリズムです 。 LC 
(Low Complexity :低複雑度）にのみ対 
応しています。 

圆 LPCM 

リニア PCM 信号をデコードしているとを 
に点灯します。 


圆 DTS-HD 表示 

対応する DTS - HD フオーマツトの信号を 
デコードしているとをに、該当する表示が 
点口します。 

DTS-HD MSTR 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD HI RES 

DTS-HD High Resolution Audio 

DTS-HD LBR 

DTS-HD Low Bit Rate Audio 
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因 由 

田音青信号部 

デジタル入/出力端子（20、23、 
25ページ） 

||^^|| HDMI 入/出力 
光デジタル入力 


を 


@ 同軸デジタル入力 

アナ□グ入/出力端子（20、25、27ページ） 

© 白 (L) 

©赤が> 

0) 黒 音声出力 

◎ ミニ ジャック入力 


音声入/出力 


回映像信号部* 

画質は接続する端子によって変わります。 

デジタル入/出力端子（20、 

23、24、25、26ページ） 


[ r 7 ^=nj HDMI 入/出力 

コンポーネント映塚入/出力 
端子 (20、23、25ページ） 

©fv) 

© 青 Y ' Pb 、 Pr 
が） 入/出力 


高画質 


© 


赤 

(Pr) 


コンポジット映な入/出力 
端子（20、25、26ページ） 


© 


黄 


映像入/出力 


t 選んだ入力の映像を見るには、お持ちのテレ 
ビを HDMI TV OUT 端子または 
MONITOR OUT 端子につないでください 
(20 ページ)。 


本が後面 


尸 


-0 ft - 

嶽 ®I 


-養 

013 
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回アンテナ入力部 （27 ぺージ） 

◎ FM アンテナ端子 
|^ T 7]|| AM アンテナ端子 

团スピーカー出力部 （18 ぺージ) 



y モコン 


付属の U モコンを使って、本機や他の機 
器の操作びでをます。 U モコンのボタン 
には、 ソニー 製のオーディオ/映像機器 
用の操作びあらかじめ登録されていま 
す。入力切0換え用ボタンを再登録すれ 
ば、本機に接続している他の機器を操作 
することびでさます （61 ページ)。 

RM-AAU131 



固 自動音場補正入力部 （30 ぺージ) 

◎ 自動音場捕正マイク端子 




























































































ピンクちで表記されたポタンをほ 
ラには 

シフト （画）を押しなびら、使用するピン 
ク色表記のボタンを押します。 

例：シフト（画）を押しなびら、 
確定/メモ U - (回）を押します。 


| 画 | R» I 怕 "I 

[TUNER J [PORTABLE I ^ I 

□ □回 


王！1 C I C ] 


2 

確定/メモ 
リーを巧ず 




本煤を操作ずるには 

回電源* (電源オン/スタンパイ） 

本体の電源をオン/スタンバイ状態にしま 
す。 

スタジバイげ態にして電力消費を抑えるに 
は 

「 CTRLHDMI 」 を 「CTRL OFF 」 に設定 
しますほ目ページ)。 

固入力切り換え用ボタン** 

使用する機器を選びます。入力切り換え用 
ボタンを押すと、本体の電源び入0ます。 
各ボタンはソこ一製の機器を操作でさるよ 
ラに設定されています。 

巧宇ボタン** 

シフト（闹）を押しなびら、数字ボタン 
を押して、放送局をプ U セットする、また 
はプ U セットした放送局を選びます。 

お定/メモリー 

チューこング操作中にシフト（圆）を押 
しなびら、確定/メモ U —を押して、放送 
局を登録します。 

固画面表示 

表示窓に情報を表示します。 

囚明るさ 

表示窓の明るさを3段階で調整します。 


回アンプメニュー 

本機を操作するためのメこューを表おしま 
す。 

圆 (-；.) ♦/*/*/* 

♦/♦/*/ ■►を押して設定を選びます。続いて 
©を押して、選択を決を/確定します。 

圆 選届 +/- 

放送局をスキャンします。 

プ IJ セット +/— 

プ U セットした放送局を選びます。 

ダイレクト選局 

ダイレクト選局モードに入ります。 

圆 サウンドフィールド +* ツ¬ 
サウン ドフィールドを選びます。 

圆シフト 

ボタン操作を切0換え、ピンク色で表記さ 
れたボタンを有効にします （1 日ページ)。 

回 音量 +/- 

全てのスピーカーの音量を同時に調節しま 
す。 

画 消音 

一時的に音を消します。 

消音を解除するとさは、ボタンをわラー度 
押します。 

画戻る 八 _ 

前のメニューに戻0ます。 

國 ナイトモード 

小さな音量でわ映画館のよラな環境を作り 
出すことびでをます。 

深夜に映画をみるとをに、ルさな音量でわ 
舎話をはっさりと聞を取ることびでさま 
す。この機能は、サウンドフィールドび選 
おされている場合でち使用でさます。 

解除するときは、ボタンをもラー度押しま 
す。 

ご注意 

この機能は、 「 A . DIRECTJ び選ばれてい 
るとさは働さません。 

ちよつと一言 

•ナイトモードは 、 AUDIO メニューの 
「NIGHT M 」 でも設定でさます。 
•ナイトモードび有効になると、低域、高 
域、エフェクトレベルび上びり、 

「 D . RANGE 」 び自動的に 「 COMP . 
MAX 」 に設定されます。 
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國 自動音量 

接続している機器からの入力信号またはコ 
ンテンッに応じて音量を自動的に調節しま 
す（アドバンスドオートボ U ューム機能)。 
例えばテレビ番組よ0コマーシャルの音量 
び大さいとさなどに便利な機能です。 

ごを意 

•アドバンスドオートボリューム機能を切 
るとさは、必ず事前に音量を下げてくだ 
さい。 

•この機能は、ドルビーデジタル、 DTS 、 

U ニア PCM 、 または AAC 信号び入力 
されたとさのみ働<ため、他のフォー 
マットに切り換えると、音青び急に大を 
くなることがあ0ます。 

•アドノじスドオートボリューム機能は似 
下の場合、働さません。 

-サンプリング周波数び48 kHz よ〇大 
をい U こア PCM 信号を受信している。 
- Dolby Diaital Plus、Dolby 
TrueHD、DTS 96/24、 DTS-HD 
Master Audio 、 または D て S-HD _ 
High Resolution Audio 信号を受信 
してし''る。 

音場捕正 

シフト（圆）を押しなが5、音場補正を 
巧して、自動音場補正磯能を有効にします 
(30 ぺージ)。 

國 インプットモード 

一台の機器がデジタル端子とアナ□グ端テ 
の両方につなびれているとさに入カモード 
を選択します （49 ページ)。 

國 スリープ 

設定した時間びたつと本機の電源び自動的 
に切れるよラに設定します。 

ボタンを押すたびに表示び次のよラに切り 
換わります。 

日- 30-00 一 1-00-00 一 1-30-00 一 
2-0 日-00 一 OFF 

ス U —プタイマーび働いているあいだは、 
表示窓に 「 SLEEP 」 が点なします。 

ちよつ と一 言 

本機の電源が切れるまでの残り時間を確認 
するには、ス U —プを押すと表示窓に残り 
時間が表示されます。ちラー度ス U —プを 
押すと、ス U —プタイマーび辭除されま 
す。 

AAV 電源 （丘]) および電源（回）を同時に 
巧すと、本機と本機につないでいる機器の電 
源が切れます（システムスタンバイ）。入力 
切り換え用ボタン（回）を押すたびに 、 AV 
電源（田）の機能は自動的に切り換わりま 
す。 


** 己/ TV 、 音声切換、►-および TV チャンネ 
ル+ /ヴウンドフィールド+ボタンには、 
己点（突起）が付いています。本機を操作 
するとをの目印としてお使い<ださい。 

ソニー 製のテレビを操作ずるには 

TV (画）を押しながら黄色で表記され 
たボタンを押して、機能を選びます。 

例 ： TV (画）を押しながら、 TV チャン 
ネル+ (画）を押します。 


2 

TV チヤン 



田 TV 電源{電源オン/スタジバイ） 

テレビの電源を入/切します。 

回 巧宇ボタン** 

テレビのチャンネルを選びます。 

確定/メモリー 

選択を確定します。 

团ゴ（データが巧） 

デジタルデータ放送のオン/オフを切〇換 
えます。 

固 CS 

11日度 CS デジタル放送に切り換えます 
( CS 1/ CS 2 に切り換えるときに押します)。 

固 画面表巧 

視聴中のテレビ番組に関連する情報を表示 
します。 

图 カラー ボタン 

テレビ画面に表おされるガイドに応じて働 
さます。 

回ツール/オプション 

テレビ機能のオプションを表示します。 

回メニュー/ホーム 

テレビのメこューを表おします。 

画 TV チャンネル +**/- 

プ U セットしたテレビのチャンネルをス 
キャンします。 

回 音量 +/- 

テレビの音量を調節します。 


ごヴ< 
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画消音 

テレビの消音機能を有効にします。 

画戻る八 

前のテレビの こ ューに 戻ります。 

國番組表 

番組表を表のします。 

國音青切巧 

二重音声モードを切り換えます。 

國巧上デジタル 

地上デジタル放送に切0換えます。 

國 BS 

BS デジタル放送に切り換えます。 

國入力切巧 

入力信号（テレビまたは映像）を選びま 

す。 

* AV 電源（田）および電源（回）を同時に 
押すと、本機と本機につないでいる機器の 
電源が切れます（システムスタンバイ）。入 
力切り換え用ボタン（回）を押すたびに、 
AV 電源（田）の機能は自動的に切り換わ 
0ます。 

** 己/ TV 、 音声切換、►-および TV チャンネ 
ル+ /サウンドフィールド+ボタンには、 
凸点（突起）び付いています。本機を操作 
するとさの目印としてお使いください。 
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化のソニー製機器を操作ずるには 

シフト（圆）を押しながら、使用するピンク色表記のボタンを押します （1 日ページ)。 


ボタン名 

ブルーレイデイス 
クプレーヤー/ 
レコーダー、 

DVD プレーヤー 

BS デジタル チュ 
ーナー、 デジタル 
CS チューナー、 
ケーブルテレビ 
チューナー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 

の 

AV 電源* 

電源 

電源 

電源 

電源 

图 

没 1 宇ポタン** 

トラック 

チヤンネル 

チヤンネル 

トラック 


巧定/メモリー 

確定 

確定 

確定 

確定 


ク U ァ 

消ま 

チヤンネル11 

- 

トラック > 10 

面 

ポップアップ/ 

メニュー 

メニュー 

- 

- 

- 

固 

トップメニュー 

画面上のガイド 

- 

- 

- 

固 

画面表巧 

表示 

表示 

表お 

表示 

图 

カラー ボタン 

メニユー、 

ガイド 

メニュー、 

ガイド 

- 

- 

画 

贷 

確定 

確定 

確定 

- 


♦/*/♦/* 

選択 

選択 

選択 

- 

m 

ツール/オプション 

オプション 

にュー 

オプション 

にュー 

- 

- 

回 

メニュー/ホーム 

にュー 

にュー 

メニュー 

- 

画 


順方向検索/ 

逆方向検索 

- 

早送り、巻さ戻し早送0、巻さ戻し 



再生 

- 

再生 

再生 



トラックをスキ 
ップ 

- 

インデックス横索 

トラックをスキ 
ップ 


II 

一時停止 

- 

一時停止 

一時停止 


■ 

停止 

- 

停止 

停止 

画 

民る ( f'h 

戻る 

房る 

- 

- 

國 

まお表 

番組スケジュ 
-ル 

ガイド;ニュー 

- 

- 

國 

音青切換 W 

曰ド 

曰ド 

- 

- 

國 

入力切換 

入力選択 

- 

入力選択 

- 


* AV 電源（丘])および電源（回）を同時に 
押すと、本機と本機につないでいる機器の 
電源び切れます（システムスタンバイ）。入 
力切り換え用ボタン（回）を巧すたびに、 
AV 電源（田）の機能は自動的に切り換わ 
ります。 

** 日/ TV 、 音声切換、►-および TV チャンネ 
ル+ /ヴウンドフィールド+ボタンには、 
己点（突起）が付いています。本機を操作 
するとをの目印としてお使い<ださい。 


で、ミモ戸 

•上記の説明は例としてあげています。 
•つないでいる機器の機種によっては、付属の 
リモコンで操作しても、ここで説明されてい 
る機能の一部が働かないことびあります。 
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デジタル アナ□グ 



洗葬ぉを接続する 



本機の準備をずる 

「6 :電源コードを接続する」 （28 ページ） 
および「本機の初期設定を行う」に8ぺ一 
ジ）をご覧< ださい。 



スピーカーを設置/接続ずる（16、 
18ページ） 



機おに合った接続を確認ずる 


テレビおよび映像機器を接続ずる 
(20、21ぺージ） 

画質は接続する端モによって変わります。 
下の図をご覧にな0、機器の端テに合っ 
た接続を選んでください。 

お持ちの映像機器に HDMI 端テがある場 
合•は、 HDMI 端テ経由で接続することを 
おすすめします。 


スピーカー を設定ずる 

スピーカーパターン （29 ページ）を選んだ 
あと、自動音場補正 （30 ページ）を実行し 
ます。 

LEVEL メニュー (34 ぺージ）の 
IT . TONE 」 で、スピーカー接続を確認で 
さます。音声び正しく出力されない場合は、 
スピーカー接続を確認し、上記の設定をわ 
ラー度行ってください。 


接続機器の音青出力を設定ずる 

マルチチャンネルデジタル音声を出力する 
には、接続機器のデジタル音靑の出力設定 
を確認してください。 

ソこ一 製 ブルー レイディスクレ コーダー/ 
プレーヤーの場合は、 「 HDMI 音声出力」、 
「ドルビーデジタル」、および 「 DTS 」 びそ 
れぞれ「自動」、「ドルビーデジタル」、およ 
び 「 DTS 」 に設定されていることを確認し 
てくださいに01"!年9月1日現在)。 
PlayStation ®3 の場合は、「目 D / DVD 音声 
出カ フォー マット （ HDMI )」 および 旧〇 
音声出カフォーマット（光デジタル)」び、 
「ビットスト U —ム」に設定されていること 
を確認してください（システムソフトウェ 
ア 3.7 日の場合)。 

詳しくは、接続機器に付属の取扱説明書を 
参照してくださし、。 


はじめに 

(下の手順にしたびって簡単に本機につないだ音声/映像機器を再生でをます。 
コード類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 
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本機び再をでを る デジタル音青 フオー マット 


本機びデコードでをるデジタル音声フォーマツトは、接続機器のデジタル音声出力端子 
によって異なります。本機はしッ下の音声フォーマツトに対応しています。 


音青フォーマット 

最大チヤンネル巧 

本おと再生機との接続 

COAXIAL / 

OPTICAL 

HDMI 

ドルビーデジタル 

己.1 

〇 

〇 

Dolby Digital EX 

6.1 

〇 

〇 

Dolby Digital Plus a) 

7.1 

X 

〇 

Dolby TrueHD 

7.1 

X 

〇 

DTS 

5.1 

〇 

〇 

DTS-ES 

6.1 

〇 

〇 

DTS 96/24 

5.1 

〇 

〇 

DTS-HD 

High Resolution Audio 却 

7.1 

X 

〇 

DTS-HD ん、 

Master Audio 

7.1 

X 

〇 

MPEG-2 AAC(LC) 

己.1 

〇 

〇 

マルチ？ヤンネル U ニア 

PCM 却 

7.1 

X 

〇 


a ) 再生機器び上記のフォーマツトに対応していない場合は、音声信号は別のフォーマツトで出力さ 
れます。詳し<は、再生機器の取扱説明書を参照して<ださい。 

b) サンプ U ング周波数び96 kHz より大きい信号は、96 kHz または 88.2 kHz で再生されます。 
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1 :スピーカーを設置 

する 


本機では、 7.1 チヤンネルのスピーカー 
システム (スピーカ ー7 本とアクテイフ 
サブウーファー1本）を構成でをます。 


スピーカーシステムの設置例 



凸 フロントスピーカー(左） 

回 フロントスピーカー(ち） 

因 センタースピーカー 
因 サラウンドスピーカー(左） 

旦ヴ ラウンドスピーカー(ち） 

已ヴ ラウンドバックスピーカー(左）* 
旧 サラウンドバックスピーカー(ち）* 
田フロント八イスピーカー(左）* 

D フロント八イスピーカー(ち）* 

田アクティブサブウーファー 

* サラウンドバックスピーカーとフ□ント八イ 
スピーカーを同時に使巧することはでさませ 
Aj 。 


5.1 チヤンネルスピーカーシステ 
ム 

映画館のよラなマルチチヤンネルのサラ 
ウンド音声を充分に楽しむには、5本の 
スピーカー(フロントスピーカー: 2本、 
センタースピーカー:1本、サラウンド 
スピーカー:2本）およびアクティフサ 
ブウーファーび必要です。 

7.1 チヤンネルスピーカーシステ 
ム（サラウンドバックスピーカー 
接続） 

DVD やブルーレイソフトに記録された 
6.1 チヤンネルまたは 7.1 チヤンネル 
フォーマットの音声を忠実に再現するこ 
とびでをます。 

•6.1 チヤンネルスピーカーの配置 
サラウンドバックスピーカーを U スニ 
ングポジションの真後ろに配置します。 



•7.1 チヤンネル スピーカーの 配置 
サラウンドバックス ピーカーを 下の図 
のよラに配置します。©の角度はなる 
ベく同じにします。 
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7.1 チヤンネルスピーカーシステ 
ム（フ□ント八イスピーカー接 
続） 

Dolby Pro Logic llz モードでフロント 
八イスピーカーをさらに2本接続するこ 
とで、垂直ち向のサウンドエフェクトを 
楽しむことびでさます （41 ページ)。 
フロント八イスピーカーをな下の角度と 
高さで配置します。 

こ fe : 完プト—スピ-力-の真上 1 m 

じ(上 


22 ' 22 ' 



ちよつと一言 

アクティブサブウーファーが発する信号には 
指向性がないため、お好みの場所に設置でを 
ます。 




2 :スピーカーを 接続す る 


コード類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 



© スピーカーコード（別売) 
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* オートスタンバイ機能があるアクティブヴ 
ブウーファーをお使いの場合、映画鑑賞中 
は才ートスタンバイ機能を OFF にしてく 
ださい。オートスタンバイ機能び ON に 
なっていると、アクティブサブウーファー 
への入力信号のレベルによって自動的にス 
タンバイ状態にな0、音び出なくなること 
びお0ます。 

**ヴラウンドバックスピーカーを1本のみ使 
用するときは 、 SPEAKERS SURROUND 
BACK/FRONT HIGH L 端モにつないでく 
ださい。 

ご;モ音 

•電源コードをつなぐ前に、スピーカーコード 
の金属線同±び SPEAKERS 端テ間で接触 
しないよラにごを意ください。 

•スピーカーの設置および接続後は、必ず 
SPEAKER ニューか5スピーカーパター 
ンを選んでくださいに9ページ)。 


3 :テレビを接続する 

コー ド類をつなぐとをは、必ず 電源コー ドを抜いてください。 


テレビ 


〇 



—推奨接続 

----- 代替接続 

〇音声 コード （別売） 

©光デジタルコード（別売） 
©コンポーネント映像コード（別売） 
©映像コード（別売） 

© HDMI ケーブル（別売） 

HDMI 認証ケーブルまたは ソニー 製の 
HDMI ケーブルの使用をおずずめしまず。 


本機か S 7 ルチチャンネルサラウン 
ド音青でテレビ放送を楽しむには 

* お持ちのテレビがオーディオリターンチャ 
ンネル （ ARC ) 機能に対応している場合 
は、©をつないでください。 

必ず HDMI メニューで 「 CTRL . HDMI 」 を 
「CTRL ON 」 に設定してください（己6 
ページ)。 HDMI ケープルがのコード 
(光デジタルコードまたは音声コードなど） 
を使用して音声信号を選択する場合は、 

インプットモードで音声入カモードを切0 
換えてください （49 ページ)。 

** お持ちのテレビび ARC 機能に対応してい 
ない場合は、包をつないでください。 

必ず事前にテレビの音量をオフにするか、ま 

たは消音機能を有効にしてください。 
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4 a ： 映像機器を接続す ™ 
る議 

HDMI 接続をほ用する 


で、:ち音 

•テレビのモニターまたはプ□ジエクターは、 
本機の HDMI TV OUT または MONITOR 
OUT 端子につないでください。録画機器を 
接続してち録画でをないことがあ0ます。 

•テレビとアンテナの接続状態によっては、テ 
レビ画面の映像び乱れることがあ0ます。こ 
のよラな場合は、アンテナを本機からさ5に 
離れたところに設置してください。 

•光デジタルコードをつなぐとさは、カチッと 
音がするまでまっすぐにプラグを差し込んで 
ください。 

•光デジタルコードを折り曲げたり、結んだり 
しないで < ださい。 

ちょつと一言 

•デジタル音声端子はすべて、 32 kHz 、 

44.1 kHz 、48 kHz 、 および96 kHz のサン 
プ U ング周波数に対応しています。 

■テレビの音声出力端子を本機の TV IN 端テ 
につないで、テレビの音声を本機につないだ 
スピーカーか5出力するとさは、テレビの音 
亩出力端子が 「 Fixed 」 または 「 Variable 」 
で切り換え可能な場合は、テレビの音声出力 
端子を FFixedJ に設定してください。 


HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) は映像および音声信号をデジ 
タルフオー マッ トで伝送するインター 
フェースです。 

ソこ一 "ブラビアリンク"機能に对応し 
ている機器を HDMI ケーブルでつなぐ 
と、操作が簡単になります。 r ブラビア 
リンク"機能」 （44 ページ）をご覧くだ 
さい。 

HDMI の特長 

• HDMI で転送されたデジタル音声信号 
を本機につないだ スピーカーから 出力 
でをます。この信号は、ドルビーデジ 
タル、 DTS、U ニア PCM 、 AAC に巧 
応しています。詳しくは、「本機び再生 
でさるデジタル音齊フォーマット」 

(15 ページ）をご覧ください。 

•本機は、 HDMI 接続により、マルチ 
チャンネル U ニア PCM (最大8チャ 
ンネル）を192 kHz (下のヴンプリン 
グ周波数で受信することびでをます。 

• 本機は High Bitrate Audio ( DTS-HD 
Master Audio , Dolby TrueHD )、 
Deep Color 、 x . v.Color およびろ D 伝 
送に対応しています。 

•3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応 
したテレビおよび映像機器（ブルーレ 
イディスクプレーヤー/レコーダー、 

円 ayS ね tion ®3 など）と本機をノ V イス 
ピード HDMI ケーブルでつなざ、 3 D 
メガネを装着したラえで、 3 D 対応の 
コンテンツを再生してください。 

HDMI 接続についてのごミ主意 

•HDMI IN 端テに入力された音声信号 
は 、 SPEAKERS 端テ 、 HDMI TV 
OUT 端テおよび PHONES 端テから 
出力されます。上記！; I 外の音声端テか 
らは出力されません。 


ごヴ< 
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•HDMI IN 端テに入力された映像信号 
は 、 HDMI TV OUT 端テからのみ出力 
されます。映像入力信号を VIDEO 
OUT 端テまたは MONITOR OUT 端 
テから出力することはでをません。 

• スーノ f 一才ーデイオ CD の DSD 信号 
は入力/出力されません。 

•テレビまたは映像機器によっては、 3 D 
の映像び表示されないことびあります。 

•詳し < は、各接続機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 


複数のデジタル機器を同時につな 
ぎたいとをに、巧いている入力端 
子がない場合は 

r 他の映像/音声入力端テを使ラ」 （50 
ページ）をご覧ください。 


ケーブルの接続について 


• コード類をつなぐとをは、必ず電源 
コードを抜いてください。 

• すべてのコードをつなぐ化要はありま 
せん。接続する機器の端テに合わせて 
接続してください。 

•八イスピード HDMI ケーフルをご利用 
<ださい。スタンダード HDMI ケーフ 
ルの場合、1080 P、Deep Color また 
は 3 D の映像び正しく表示でをない場 
合びあります。 

• HDMI - DVI 変換ケーフルの使用はおす 
すめしません。 HDMI - DVI 変換ケーフ 
ルで DVI - D 機器をつないだ場合、音声 
や映像び出力されないことびあ D ます。 
音声び正しく出力されない場合は、月 IJ 
の音声コードやデジタル接続コードで 
つなざ 、 AUDIO メニューにある 
「 A . ASS に N 」（50 ぺージ）の設定を 
行ってください。 

•光デジタルコードをつなぐとをは、力 
チッと音びするまでまっすぐにプラグ 
を差し込んでください。 

• 光デジタルコードを折り曲げたり、結 
んだ〇しないで< ださい。 


ちよつと一言 

デジタル音声端モはすべて、32 kHz 、 

44.1 kHz 、48 kHz 、 および96 kHz のサン 
プ IJ ング周波数に対応しています。 
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ブルーレ イデ イスクプレーヤ ー/ レコーダー、 DVD プレーヤー 
を接続する * 


ブルーレ イデ イスクプレーヤ ー/ レコーダー、 DVD プレーヤー 




—巧奨接続 

----- 代替接続 

〇光デジタルコード（別売） 

包同軸デジタルコード（別売） 
©コンポーネント映像コード（別売） 
© HDMI ケーブル（別売） 

HDMI 認話ケーブルまたはソニー幫の 
HDMI ケーブルの使用をおずずめします。 

* 機器を OPT に AL 端子につなぐときは、 
AUDIO メニューにある 「 A . ASS に N 」 の 
設定を行ってください巧0ページ)。 


mg 


ご注意 

• がずリモコンの目 D / DVD 入力切0換え用ボ 
タンの初期設定を変更し、お持ちのブルーレ 
イディスクプレーヤーまたは DVD プレー 
ヤーを操作でさるよラにしてください。詳し 
<は、「入力切0換え用ボタンの割0当てを 
変更する」 （61 ページ）をご覧ください。 

■巨 D / DVD 入力の名前を変更して、本機の表 
示窓に表示させることわでをます。詳しく 
は、「入力に名前を付ける」 （3 日ページ）を 
ご覧ください。 
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0 HDMI ケーブル（別売） 

HDMI 認証ケーブルまたはソニー製の 
HDMI ケーブルの使巧をおずずめしまず。 


PlavStation ®3 を巧続する 


Playstation®] 

立 ± 

曰 P 

/映橡信号 

BBHBM 

HDMI 1 

m 


©啡 


自 


_鱗 








.1 ； 

6 

Q 

を 

浸 

◎ 

医 

を 

© 

細 

© 

© 

〇 
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BS デジタル/デジタル CS チユーナ ー 、ケー ブルテレビ 
チユーナーを 接続す る 


BS デジタル / デジタル CS チューナー、ケープルテレビチューナー 


音声/映像信号 映像信号 H 音青信号 



OHDMI ケーブル（別売） ——推奨接続 

HDMI 認証ケーブルまたはソニー製の …… f で替接続 


HDMI ケーブルの使用をおずずめしまず。 
©コンポーネント映像コード（別売） 
©映像コード（別売） 

©音声 コード （別売） 

©光デジタルコード（別売） 
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ヒテオテッキ、 DVD レコーターを接続する 


ビデオデッキ 、 DVD レコーダー 


音青/映像信号 


琴 


映像信号 


VIDEO VIDEO 


擎 I 


® m 


m 


音吉信号 


ゆ 


©fi m ©r 



OHDMI ケーブル（別売） * 録画したいときは、この接続を行ってくださ 

HDMI 認証ケーブルまたはソニー賀の い巧 7 ぺージ)。 

HDMI ケーブルの使巧をおずずめします。 

包0巧像コード（別売） 

0音声コード（別売） 

ごを意 

必ず IJ モコンの VI DEO 入力切0換え用ボタ 
ンの巧期設定を変更し、お持ちの DVD レ 
コーダーを操作できるよラにしてください。 

詳しくは、「入力切り換え用ボタンの割り当て 
を変更する」 （61 ページ）をご覧ください。 
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ごを意 

•ノイズが入らないよラ、 AM ループアンテナ 
は本機および他の機器から離して設置してく 
ださい。 

• FM アンテナ線は必ず完全に伸ばしてくださ 
い。 

• FM アンテナ線を接続したら、でさるだけ水 
平になるよラに設置してください。 


•PORTABLE IN 端子にっないだ機器の音声__ 
びルさす前齡は、龍を上げてくださ 
い。他の入力に切り換える齡は、スピ- 
カーを傷めないよラ必ず事前に音量を下げて ® 
ください。 3* 

ちょっと一言 

MP 3 やその他の圧縮された音源の場をは、 
rp. AUDIO 」 サウンドフィールドの使用をお 
すすめします。 


5:アンテナを接続す 
る 

アンテナをつなぐとをは、必ず電源コー 
ドを抜いて < ださい。 

FM アンテナ線（付属 ）I 



4 b ： オーディオ機器を 
接続する 

コード類をつなぐとをは、必ず電源コー 
ドを抜いて < ださい。 



〇音声コード（別売） 

©ステレオへッドホン端子付き RCA 
ケーブル（別売） 


ごを意 

•PORTABLE IN 端モにつないだ機器の音声 
を視聴する場合、音青が歪んだり、途切れた 
りすることびあります。これは故障ではあり 
ません。音声の出力状態はつないでいる機器 
に応じて異なります。 
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6： 電源コードを接続 
する 

電源コードを壁のコンセントにつなざま 
す。 


電源コード 



本機の準備をする 


本機の初期設定を巧う 

本機を初めてお使いになるとさは、しツ下 
の手順で本機を初期設定状態にして<だ 
さい。また、本機をお買い上げ時の状態 
に戻したいとさを、(下の手順を巧って 
<ださい。 

この操作は必ず本体のボタンを使って 
行ってください。 


Iめ 



11/の を押して本傑の電源を切る。 

2 1/の を 5 巧囲押し続ける。 

表示窓に 「 CLEARING 」 と表示さ 
れたあと、 「 CLEARED 」 と表示さ 
れます。 

初期設定から変更、調整された設定 
はすべて初期化されます。 
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スピーカーパターンを還ぶ 


お使いのシステムに合わせたスピーカーパターンを選びます。 

1アンプメニューを押す。 

2 ♦/ ♦を <D 返し巧して、 rSPKRJ 
を選び、©または■►を巧す。 

3 ♦/ ♦をく日返し押して、 
rPATTERNJ を選び、©または 

を押ず。 

4 ♦/ ♦を<日返し巧して、お巧みの 
スピーカーパターンを選び、 
©を}申す。 

スピーカーパターンの設定 




乘 

m 

が 

の J 

か 



フ□ント2本+ サラウンドアクティブ 
フ□ント A イ2 2本 サブウーファー 

本+センター 


スピーカー 

パターン 

フ□ント 
ち/ち 

フ□ジトパイ 
ち/ち 

センター 

サラウンド 

ち/ち 

サラクンド 

K ックち 

サラウンド 

ルックち 

アクティブ 
サブウーファー 

5/2.1 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

5/2 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

4/2.1 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

〇 

4/2 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

3/4.1 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3/4 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

2/4.1 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

2/4 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

3/3.1 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

3/3 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

2/3.1 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

2/3 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

3/2.1 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

- 

〇 

3/2 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

2/2.1 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

〇 

2/2 

〇 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

3/0.1 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

〇 

3/0 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

2/0.1 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

2/0 

〇 - - - - - 
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自動音場補正機能を 
ほラ 

本機には 、 DCAC (Digital Cinema 
Auto Calibration (自動音場補正)）機 
能び搭載されているため、下のよラな 
自動補正を行ラことびでさます。 

• 各 スピーカーと 本機の接続の確認* 

• スピーカー レベルの調整 
• 各 スピーカーと 視聴位置の距離の 
測定* 

• スピーカー サイズの測定* 

• 周波数特性の測定* 

* 測定結果は、 「 A . D 旧 ECT 」 び崖ばれている 
とさは使用でをません。 

DCAC は視聴環境に合わせて最適な音 
声ノ（ランスを実現するためのちのです。 
スピーカーの レベルはお好みに合わせて 
手動で調節でをます。詳しくは、「ス 
ピーカー レベルを調整する（テストトー 
ン)」 （34 ページ）をご覧ください。 


自動音場補正を実行する前に 


自動音場補正を実行する前にな下の項目 

を実行してください。 

• スピーカーを 設定および接続する 
(16、18ページ)。 

•AUTO CAL MIC 端テには付属の測定 
用マイクのみをつなぐ。この端子には 
上記しツ外のマイクをつなびないで < だ 
さい。 

•へッドホンを抜く。 

• 測定エラーを避けるため、測定用マイ 
クとスピーカーの間にある障害物を取 
り除く。 

• 周囲び騒音のない静かな状態であるこ 
とを確認してから、正確に測定する。 


巧ま戸 

•補正中はスピーカーか5大をな音が出ます 
が、音量を調節することはでさません。自動 
音場補正を実行するとさは、隣近所や周固の 
子供に充分配慮してください。 

• 自動音場補正を実行する前に消音機能が作動 
している場をは、自動的にオフにな0ます。 

•ダイポールスピーカーなど、特殊なスピー 
カーを使用している場合は、正しい測定び行 
えない、または自動音場補正を実行でをない 
ことがあります。 


1;自動音場補正を設定する 



1スピーカー パ ター ンを選ぶ 
(29 ぺージ)。 

フ□ント八イス ピーカーを 接続する 
場含、自動音場補正を実行するたび 
に、フ□ント八イス ピーカー （5/ 

■ .■または4/国. ■) ありのスピー 
力ーパターンを選んでください。 
フロント八イスピーカーなしのス 
ピーカーパターンび選ばれていると、 
フロント八イスピーカーの特性は測 
定されません。 


30 

















2 AUTO CAL M に端子に付属の 
測定用マイクをつなぐ。 

3 測定用マイクを設定ずる。 

視聴位置に測定用マイクを設置して 
ください。スツールまたは=脚を使 
用して、測定用マイクび耳の位置と 
同じ高さになるようにしてください。 

アクティブサブウーファーの設定 
を巧認ずる 

•アクティブサブウーファーをつないで 
いる場合は、事前に電源を入れて、音 
量を上げておいてください。音量は、 
LEVEL つまみを半分よりややルさめの 
位置にしてください。 

• クロスオーバー 周波数の設定機能びあ 
るアクティブサブウーファーをつない 
でいる場合は、最大に設定してくださ 
い。 

• オートスタンバイ機能びあるアクティ 
ブヴブウーファーをつなぐ場合は、 
オートスタンバイ機能をオフ（無効） 
にしてください。 



ごを意 

お使いになるアクティブサブウーファーの特 
性によっては、距離の設定値び実際の位置と 
異なることびあります。 


2：自動音場補正を実巧する 



電源 


入力切り 
換え用ボ 
タン 


アンプメ 


-曰里 +/— 


シフト 


シフトを押しなび6、音場補正を押 
す。 

5砂な内に測定び始ま D ます。 

測定び完了するのにおよそ30秒かかり 
ます。 


つづ’< 
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下^表は、表示窓に表示される測定状況 
を术しています。 


測定巧ま 

表示 

スピーカーの有無 

TONE 

スピーカーのゲイン、距離、 

T . S . R * 

周波数応答 


アクティブサブウーファーの 

WOOFER * 

ゲイン、距離 



A 測定中は、表示窓の該当するスピーカー表示 
が点なします。 


ちょっと 一言 

• 自動音場補正は 、 AUTO CAL ；><こューの 
「 START 」 からも実行できます （53 ぺ一 
ジ)。 

•距離を表示する単位は 、 SPEAKER メ 
ニューの 「 DIST . UNIT 」 で変更することが 
でさますほ8ページ)。 

自動音場捕正を中止ずるには 

測定中にしツ下の操作を行ラと自動音場補 

正機能びキャンセルされます。 

-電源を押す。 

-入力切り換え用ボタンを押す、または 
本機の INPUT SELECTOR っまみを 
入にする。 

-音量を調節する。 

-消音を押す。 

-へツドホンをつなぐ。 

-音場補正をち5—度押す。 


3：測定結まをお認/巧巧す 
る 

1測定結まを確認が巧する。 

測定び終了したら、ビープ音ととも 
に結果び表示窓に表示されます。 


測定[表示] 

手順 

適切に終了 

手順2に進む 

[ SAVE . EXIT ] 


失敗 

「エラーコード 


び表示される 


場をは」巧3 


ページ）をご 


覧< ださい。 


2測定おまを確認する。 

*/ ♦をくり返し押して、項目を選択 
してください。次に、贷を押します。 
•EXIT 

測定結果を保存せずに設定を終了 
します。 

•WARN CHK 

測定結果に関連する警告を表示し 
ます。「警告メッセージを確認す 
る」 （33 ページ）をご覧< ださ 
い。 

• SAVE.EXIT 

測定結果を保存し、設定を終了し 
9 〇 

• RETRY 

自動音場補正を再度実行します。 

3測定結まを確認巧巧する。 

手順2で rSAVE . EXITJ を選択し 
ます。 

表示窓に rcOMPLETE 」 と表示さ 
れ、設定びなをされます。 

4補正タイプを還ぶ。 

*/ ♦をくり返し押して、補正タイプ 
を選び、贷を押します。 
•FULLFLAT 

各 スピーカーの 周波数特性を平ら 
にします。 

•ENGINEER 

ソこ一基準のリスニングルームの 
周波数特性にします。 
• FRONT.REF 

すべての スピーカーの 特性をフロ 
ントス ピーカーの 特性に合わせま 
す。 

•OFF 

自動音場補正機能のイコライヴー 
をオフにします。 

ちょっと 一言 

自動音場補正を実行して設定を保ちした 
あと 、 AUTO CAL メニューの 「CAL 
TYPE 」 で補正タイプを選ぶことわでを 
ます。 
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5 本機か 6 測定用マイクをかす。 

で‘ミ ま 意 

スピーカーの配置を変えた場合、サラウンド 
音声を楽しむには、自動音場補正をわラー度 
実行することをおすすめします。 

ちょっと一言 

スピーカーの サイズ （ LARGE / SMALL ) は、 
低周波特性によって決まります。 

測定結果は、測定用マイクとスピーカーの位 
置、および測定を行ラ部屋の形状によって変わ 
ります。測定結果のまま使ラことをおすすめし 
ますび、これ5の設定は 、 SPEAKER メニュ ー 
で変更することびでさます （54 ページ)。まず 
測定結果を保ちしてか5、設定を変更するよう 
にしてくださし、。 

エラーコードが表示をれる場合は 

1エラーの原因を確認ずる。 


表示と説明_ 

E-32 

E- ■■■*33 

•スピーカーび検出されない、または正し 
<つながれていません。 

-フ□ントス ピーカーび つなびっていな 
し、、またはフ□ントス ピーカーび "1 本 
しかつなびっていません。 

-左かちどちらかのサラウンドスピー 
カーびつなびってレません。 

-サラウンドスピーカーがつながってい 
ないのに、サラウンドバックスピー 
カーまたはフ□ント八イスピーカーび 
つなびっています。サラウンドスピー 
力一を SPEAKERS SURROUND 端 
テにつないで < ださい。 

-ヴラウンドバックスピーカーび 
SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH R 端テにのみつなびっ 
ています。サラウンドバックスピー 
カーを1つだけつなぐとさは、 
SPEAKERS SURROUND BACK / 
FRONT HIGH L 端子につないでくだ 
さい。 

-フ□ント八イス ピーカーの 左ちいずれ 
かびつなびっていません。 

•測定用マイクがつながっていません。測 
定用マイクび正し<つなびれていること 
を確認して、自動音場補正をわラー度実 
行してください。測定用マイクび正しく 
つなびっているにわかかわ5ず、エラー 
コードが表示される場合は、測定用マイ 
クのケーブルび損傷している可能性びあ 
ります。 


* ■■■ はスピーカーチヤンネルを表しま 
す。 

F フ□ント 

S サラウンド 

SB サラウンドバック 

FH フ□ント八イ 

エラーコードによっては、スピーカーチヤ 
ンネルび表示されない場合びあります。 

2自動音場補正を再度実行ずる。 

©を押します。表示窓に 「RETRY Y 」 
と表示されたら、©を押します。 

3 「3:測定結果を確認/保巧ずる」 （32 
ページ）の手順を繰り返ず。 


警告メッセージを確認する 


測定結果に警告が含まれている場含は、 
詳しい内容が表示されます。 


表示と説明_ 

W- 40 

測定は完了しましたび、騒音のレベルび高い 
です。周囲び静かな状態で再測定を行ラと、 
測定結果び改善される場合があ0ます。_ 

W- 41 
W- 42 

測定用マイクか5の入力び過大です。スピー 
カーと測定用マイクの距離びおすざる可能性 
びあ0ます。お互いの位置を離して設置し、 
再測定してください。_ 

W- 43 

アクティブサブウーファーの距離と位置が測 
定でさませんでした。ノイズが原因となって 
いる場合があります。周囲が静かな状態で再 
測定してください。_ 

N0 WARN 

警告情報はありません。 


手順2に戻るには「3 ;測定結果を 
確認/巧巧ずる J 

贷を押します。 

ちょっと一言 

アクティブサブウーファーの位置によって測 
定結果び異なる場をびあります。測定結果の 
値のまま使って問題ありません。 


国#雪！が？か 
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スピーカー レベルを調 
壁する 

(テストトーン） 


視聴位置からテストトーンを聞さなが 
ら、スピーカーのレベルを調節でさま 
す。 



入力切り 
換え用ボ 
タン 


-アンプメ 

こユ— 


1アンプメニューを押ず。 

2 ♦/* をく日返し押して、 
FLEVEU を還び、©または+ 
を巧ず。 

3 ♦/* をく日返し押して、 

FT . TONEJ を選び、©を押ず。 


4 ♦/* をくり返し押して 、 FAUTO 
を還ぶ。 

テストトーンび各スピーカーから順 
番に出力されます。 

*■■■ はスピーカーチヤンネルを表しま 
す。 

ご注意 

スピーカーパターンの設定によっては、 
「八リ下〇圓国国」を選択しても、テスト 
トーンびすべてのスピーカーから出力さ 
れるとは限りません。 

5スピーカー レベルを調整ずる。 

LEVEL メこュー (53 ぺージ）で、 
各スピーカーの音声テスト [ -ーンの 
レベルが同じになるよラ調整します。 

ちょっと一言 

•全てのスピーカーのレベルを同時に調整 
するには、音量 +/- を押してください。 
本機の MASTER VOLUME つまみでも 
§因整で矛す 

•調整中は、表示窓に調整した値び表示 
されます。 

6テスト!ンを援了する。 

入力切り換え用ボタンのいずれかを 
押す、または手順4で 「 OFF 」 を選 
択します。 


スピーカーか 百 テストトーン が出 
力されない場合 

•スピーカーコードび確実につなびれて 
し、ない可能性びあります。 

• スピーカーコードびシ ヨー トしている 
恐れびあります。 


表示なに表示されているスピー 
力一と異なるスピー カーか百テス 
トトーンが出力される場合 

スピーカーパターンの設定び間違ってい 
ます。スピーカーの接続とスピーカーパ 
ターンび正確に一致していることを確か 
めて < ださい。 
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ソースを再生する。 

音量 +/- を押して、音量を調節す 
る 0 

本体の MASTER VOLUME つまみ 
でも操作でをます。 

サラウンド音青を楽しむ場さは、 
サウジドフイールド +/— を巧す。 

本体の 2 CH / A . D 旧 ECT 、 A . F . D .、 
MOV 忙 / HD - D . C . S .、 または 
MUSIC でも操作でをます。 

詳しくは、40ぺージをご覽くださ 
し、。 


音を一時のに消ずには 

U モコンの消音を押します。 

しツ下の操作を行ラと、消音機能び解除さ 
れます。 

•消音をちラー度押す。 

• 音量を上げる。 

•本機の電源を切る。 

• 自動音場補正を実行する。 


スピーカーの破損を防ぐために 

本機の電源を切る前に音量を下げておい 
てください。 


入力にを前を付ける 


各入力 （ TUNER を除く）に巧し最大8 
文字の名前を入力し、表示窓に表示させ 
ることびでをます。 

端子ではな<、接続機器名び表示される 
よラに登録しておくと便利です。 


名前を付けたい入力に巧応する 
入力切日巧え用ボタンを押す。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 
でも操作でをます。 

アジプメニユーを押ず。 

♦/* をく日返し押して、 
rSYSTEMJ を還び、©または 
* を巧す。 


基本操作 


再を 



入力切り 
換え用ポ 
タン 


. アンプメ 


サウンド 
フイール 

K+/- 


本機につないだ機器の電源を入 
れる。 

本機の電源を入れる。 

再生したい接続機器に巧応した 
入力切 D 換え用ボタンを巧ず。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 
でち操作でをます。 

選択した入力が表示窓に表示されま 
す。 

ごを 意 

TUNER を押すと、表示窓に 「FM 
TUNER 」 または 「AM TUNER 」 びしば 
5くの間表示されたあと、周波数が表示 
されます。 


4 5 6 


2 3 


1 2 3 


脚#筋な 


ごヴ< 
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FM および AM ラジオを視聴ずる場 

A 

プ U セットされた放送局名* —周波 
数一 現在適用されているサウンド 
フイールトー ► 音重 

* インデックス名は、入力またはプ U 
セットされた放送局に名前を付けた場 
合のみ表示されます （3 日、4日ペー 
ジ)。空白スペースのみび入力された場 
合、またはインデックス名び入力名と 
同じ場合は、インデックス名は表示さ 
れません。 

スト U —ム情報は表示されない場合び 
あ0ます。 

で、注意 

言語によっては、文字やマークび表おされな 
いことびあります。 


4 */* をくり返し押して 、 rNAME 
INJ を選び、贷または*を押ず。 

カーソルが 点滅したら、文字を入力 
でさます。 

5 ♦/* を押して义字を還巧した6、 
♦/* を巧して入力位置を前をにを 
動する。 

ちよっと一言 

• ♦/♦ を巧してし:■(下の文字タイプを遅ぶ 
ことびでさます。 

アルファベット（大文字）一►数字一 
記号 

•空白スペースを入力するには、文字を 
還ばずに ♦ を巧してください。 

入力を誤った場さは 

変更したい文字び点滅するまで ♦/♦ 
を押し、 ♦/ ♦を押して正しい文字を 
選択します。 

6 ©を押す。 

入力した名前び登録されます。 


表巧窓で情報を確認す 
る 

表示を切り換えて、サウンドフィールド 
など本機の設定内容を確認でをます。 


良の VD| I GAME I I ミ副 

[video] [ TV I |SA^V| 


[TUNER] [PORTABLE] [ j 


□ □ □ 


[1 IFT 1 L 


[1 I FT 1 〔 




入力切り 
I 換え用ボ 
タン 


-画面表の 


•アンプメ 


ずず 
応押 
巧を 
にン 
カタ 
乂ボ 
5用 
た无 
し巧 
認日 
巧切 
を力 
巧乂 
情る 


一つ 

レー よ 

ぁ。獻 

たすか 
し押示 
押し表 

を返化-。 

- 〇ひす 

卜く藉 

こを町 W 

t ■■、_ -Hf. ホ 

け財を換 
フ表ン り 

ジ面夕切 
ア画ボ に 


たノム 

しン I 
択の U 
選ヴ h 

'ぶス 
* t 

ぶれ量 
スさ音 
ク用 t 
ッ窗_ 

がどげ 
ン現 

カカフ報 
入入ド睛 


1 2 
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本機をほって録音/録 
画する 

本機を使ってオーディオ/映像機器から 

録音/録画びでをます。お持ちの録音/ 

録画機器の取扱説明書を参照して < ださ 

し、。 

1再生ソースを準備ずる。 

入力切り換え用ボタンを押してソー 
スを選びます。 

例： SAT / CATV を押す。 

本体の INPUT SEl _ ECTOR つまみ 
でち操作でをます。 

2録音/録画機器を準摘する。 

(VIDEO OUT 端子につないだ）録 
音/録画機器に録音/録画用のビデ 
オ テープな どを入れる。 

3録音/録画機器で録音/録画を 
開始し、再生機器側で再生する。 

ごを意 

•HDMIIN、COMPONENT VIDEO IN およ 
び DIGITAL IN 端子か 5 入力された音靑お 
よび映像入力信号は録音/録画でさません。 

•コンポジット映像信号のみを録画中は、本機 
のオートスタンバイ機能が働を、録画が中断 
されることがあります。この場含は、 
「 AUTO . STBY 」 を rSTBY OFFJ に設定し 
て<ださい （61 ページ）。 


チユーナーの操作 


FM / AM ラジオを聞< 


内蔵チューナーを通して FM および AM 
放送を聞<ことがでをます。事前に必 
ず、 FM および AM アンテナを本機につ 
ないでくださいに 7 ページ）。 


ちよつと一 言 

ダイレクト選局の周波数のスケールはの 
とお0です。 

•FM 周波数帯： 100 kHz 
■AM 周波数帯： 9 kHz 



.数字ボタン 


アンプメ 


.ダイレク 
卜選局 


•シフト 
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TUNER を < D 返し押して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 
でセ操作でをます。 

ダイレクト還局を押す。 

シフトを押しなび6、数字ボタ 
ンを押して周液巧を入力する。 

例1 : FM 88.00 MHz 
8 8 ♦ 0と選ぶ。 

m 2 : AM 1,350 kHz 
1 ♦ 3 5 ♦ 0と選ぶ 


ちよつと一言 

AM 放送を受信するとさは、付属の 
AM ループアンテナの向をを受信状 
態の良いち向に調節してください。 

4 ©を押す。 

放送局を受信でをない場合 

正しい周波数び入力されていることを確 
認してください。手順2〜4をやり直し 
て<ださい。それでち放送局を受信でを 
ない場合、その地域では入力した周波数 
び使われていない可能性びあります。 


謡严する(タイレクト 


数字ボタンで放送局の周波数を直接入力 
することびでをます。 


自動で受信する（自動受信) 


1 TUNER をく 0返し押して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

2選局+または還局-を押す。 

選局+を押すと、ほい周波数から高 
い周波数へと放送局をスキャンしま 
す。選局-を押すと、高い周波数か 
ら低い周波数へと放送局をスキャン 
します。 

放送局を受信するとスキャンを自動 
的に停止します。 


本付:のコント□—ルポタンで操作 
ずる 

1 INPUT SE 1_ ECT 0 R つまみを回して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 TUNING MODE をくり返し押して、 
「 AUTO 」 を選ぶ。 

3 TUNING +または TUNING -を押す。 


FM ステレオが送の受信巧態がよ 
<ない場合 

FM ステレオ放送の受信状態び良<ない 
ときや、表示窓の 「 ST 」 び点滅している 
とさは、モノラル受信を選んで、音の歪 
みを低減します。 

1 アンプメニューを押す。 

2 ♦/ ♦を < D 返し押して、 「 TUNER 」 

を選び、货またはを押す。 

3 ♦/ ♦をくり返し押して、 「 FMMODE 」 
を選び、货または*を押す。 

4 ♦/ ♦をくり返し押して、 「 MONO 」 

を選び、贷を押す。 

ステレオモードに戻すには、手順1から 
4をくり返し、手順4で rSTEREOJ 
を選びます。 


2 3 
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FM / AM ラジオ放送局 
をプ U セットする 


お好をな放送局をプ1」セツト放送局とし 
て、 FM 局と AM 局でそれぞれ最大30 
局登録でをます。 



数字ボタ 
ン 


•確定/メモ 

リ— 


.アンプメ 


'+ でセッ I 


•シフト 


1 TUNER をく 0返し}申して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SEl _ ECTOR つまみ 
でち操作でをます。 

2プ U セットしたいなを局を自動 
夏信 （38 ぺージ）またはダイレ 
クト選局 （38 ぺージ）で受信す 
る。 

3 シフトを押しなび6、確定/メ 
モ U - を押す。 

本体の MEMORY / ENTER でも操作 
でごます。 


4 シフトを押しなび6、数字ボタ 
ンを押してプリセットを号を選 
ぶ。 

プ U セット+またはプ U セット-を 
押して、プ U セット番号を選ぶこと 
ちでをます。 

5 ©を押す。 

選んだプ U セットま号で放送局び登 
緑されます。 

6 手順1か6 5を< 日返して、他の 
化を局を登録する。 


詔七外したが送局をま信 


1 TUNER をく 0返し押して 、 FM 
または AM を還ぶ。 

2プ U セット+またはプ U セット- 
をく 日返し巧して、 放を局を還 
ぶ。 

ボタンを押すたびに、プ U セットし 
た放送局びなのよラに切り換わ D ま 
す。 

— ► 1 <— ► 2 ^— ► 3 ^— ► 4 ■* — *5 ■* ~ ►...■< — *11 * — 

- ^30 ^ 29 卜 ■►28 ^- 

シフトを押しなびら数字ボタンを押 
して、プ U セットした放送局を入力 
します。選択した放送局を受信する 
には、货を押します。 

本体のコントロールボタンで操作 
ずる 

1 INPUT SELECTOR つまみを回して、 
FM または AM を選ぶ。 

2 TUNING MODE をくり返し押して、 
「 PRESET 」 を選ぶ。 

3 TUNING +または TUNING - を押し 
て、プ U セットした放送局の中から聞 
をたい放送局を選ぶ。 
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TUNER をく D 返し押して 、 FM 
または AM を選ぶ。 

本体の INPUT SE 1_ ECT 0 R つまみ 
でも操作でをます。 

インデックスちを巧ぶしたいな 
を局を受信する【39ぺージ)。 

アンプメニューを押ず。 

♦/* をく日返し押して、 
FTUNERJ を選び、©または 
を押ず。 

♦/* をくり返し押して 、 [NAME 
INJ を還び、任)または■►を押す。 

カーソルび点滅したら、文字を入力 
でさ:ます。 

♦/♦ を押して义字を選巧した6、 
♦/* を押して入力位置を前をに移 
動する。 

放送局には、最大8文字の名前を入 
力することびでをます。 

ちよっと一言 

• ♦/♦ を巧してし: TF の文字タイプを遅ぶ 
ことびでさます。 

アルファベット（大文字） 一 ►数字 一- 
記号 

•空白スペースを入力するには、文字を 
違ばずに♦を巧してください。 

入力を誤った場さは 

変更したい文字び点滅するまで ♦/♦ 
を押し、 ♦/ ♦を押して正しい文字を 
還択します。 

©を巧す。 

入力した名前び登録されます。 


サウンドフイールドを 

巧 B ク、、 

巧ぶ、 

本機は、マルチチヤンネルのサラウンド 
音声を作り出すことがでをます。本機に 
あらかじめ設定されているサウンド 
フィールドから最適なサウンドフィール 
ドを選ぶことがでさます。 

回因因回 


包 


+ 

巧 

二 

— 


サウンド 
フイー ルド 
+/- 


サウンドフイールド +/— をく日返し 
押してお巧みのヴウンドフイールド 
を選ぶ。 

本体の 2 CH / A . D 旧 ECT 、 A . F . D .、 
MOVIE / HD - D . C . S . または MUS にで 
ち操作でをます。 


2チヤンネルサウンドモード 


お使いのソフトの記録フォーマツトやつ 
ないだ再生機器、本機のサウンドフィー 
ルドの設定などに関係なく、2チャンネ 
ル音声出力に切り換えられます。 

■ 2 CH ST . 口 Channel Stereo ) 

フロント左/ちの2本のスピーカーのみ 
から音を出します。アクティブサブウー 
ファーからは音び出ません。 

通常の2チャンネルステレオ音源はサウ 
ンドフィールド処理を完全に回避し、 
LFE 信号しツ外のマルチチャンネルヴラウ 
ンドフオーマツトは2チヤンネルにダウ 
ン5ックスされます。 


プリセツトしたが送局に名前 
を付ける 


サラウンド音青を楽しむ 


2 34 
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■ A. DIRECT (Analog Direct) 

選んでいる入力の音声を、2チヤンネル 
のアナ□グ入力に切り換えます。一切調 
整を行わずに高品質のアナ□グ音源を楽 
しむことびでをます。 

この機能を使っているときは、音量とフ 
□ントス ピーカーの レベルのみ調節でを 
ます。 

ごを意 

入力に BD / DVD および GAME を違んでいる 
ときは、 「 A . DIRECTJ は違べません。 


Auto Format Direct 
( A . F . D .) モード 

Auto Format Direct ( A . F . D .) (才ート 

フォー マツ トダイレクト）モードを 使つ 
て、八イフアイ音楽を聞いたり、2チヤ 
ンネルステレオ音声をマルチチヤンネル 
で聞くためのデコードモードを選んだ D 
することびでをます。 

■ A.F.D. AUTO (A.F.D. Auto) 

サラウンド効果なしで録音またはエン 
コードされたままの音声として処理しま 
す。 

■ MULTI ST. (Multi Stereo) 

2 チヤンネルの左/ち信号をすべてのス 
ピーカーから出力します。ただし、ス 
ピーカーの設定によっては、一部のス 
ピーカーから音び出力されないことびあ 
ります。 


ムービ ーモー ド 

本機にあらかじめ設定されているヴウン 
ドフイールドを選ぶだけで、簡単にサラ 
ウンド効果を楽しめます。ご自宅で、映 
画館の臨場感を再現でをます。 


■ HD-D.C.S. (HD Digital 
Cinema Sound) 

HD - D . C . S . モー ドは、 ソニーび 最新の 
音響およびデジタ j レ信号処理技術を用い 
て新たに開発した劇場音響再現技術で 
す。この技術は、マスタ U ングスタジオ 
の緻密な計測データに基づいています。 
HD - D . C . S . モードにより、マスタリン 
グ処理時に映画の音響技師び意図したと 
おりの最適な臨場感ととちに、高音質な 
ブルーレイや DVD の映画をご自宅で楽 
しむことびでをます。 

HD - D . C . S . のエフェクトタイプを選ぶ 
ことちでさます （58 ページ)。 

■ PLII MV (Pro Loaic II Movie) 

Dolby Pro Logic II Movie モードのデ 
コード処理を行います。この設定は、 
Dolby Surround にエン〕ードされた映 
画に適しています。また、このモードで 
は、吹を替え版やちい映画のビデオなど 
の音声ち 5.1 チャンネルで再生でさま 
す。 

■ PLIIX MV (Pro Loaic llx 
Movie) 

Dolby Pro Logic llx Movie モードのデ 
コード処理を行います。この設定は、 
Dolby Pro Logic II Movie またはドル 
ビーデジタル 5.1 を 7.1 チャンネルに化 
張します。 

■ PLHZ (Pro Logic llz) 

Dolby Pro Logic llz モードのデコード 
処理を行います。この設定は、 5.1 チャ 
ンネルの音源にま直ち向の成分を加えた 
7.1 チャンネルに化張し、立体感と奥行 
をを表現でをます。 

■ NE06 CIN (Neo:6 Cinema) 

DTS Neo :6 Cinema モードのデコード 
処理を行います。2チャンネルのフォー 
マツトで録音された音源を7チャンネル 
にテ J — ドします。 


J 4^0乂ス邮 W が胀で货 
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s ュージックモード 

本機にあらかじめ設定されているヴウン 
ドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラ 
ウンド効果を楽しめます。ご自宅で、コ 
ンヴートホールの臨場感を再現でさま 
す。 

■ HALL ( Hall ) 

クラシックのコンサートホールの音響を 
再現します。 

■ JAZZ (Jazz Club ) 

ジャズクラブの音響を再現します。 

■ CONCERT ( Concert ) 

300席あるライフ八ウスの音響を再現し 

よ9 〇 

■ STADIUM ( Stadium ) 

屋外のスタジアムの雰囲気を再現しま 
す。 

■ SPORTS ( Sports ) 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現しま 
す。 

■ P . AUDIO (Portable Audio 
Enhancer ) 

ポータブルオーディオ機器から、よりク 
U アな音像を再現します。 MP 3 やその 
他の圧縮された音源に適しています。 

■ PLII MS (Pro Loaic II Music ) 

Dolby Pro Logic II Music モードのデ 
コード処理を行います。 CD など通常の 
ステレオ音源に適しています。 

■ PLIIX MS (Pro Loaic llx 
Music ) 

Dolby Pro Logic llx Music モードのデ 
コード処理を行います。 CD など通常の 
ステレオ音源に適しています。 


■ PLIIZ (Pro Logic llz) 

Dolby Pro Logic llz モードのデ〕ード 
処理を行います。この設定は、 5.1 チャ 
ンネルの音源に垂直ち向の成分を加えた 
7.1 チャンネルに化張し、立体感と奥行 
をを表現でをます。 

■ NE06 MUS (Neo:6 Music) 

DTS Neo :6 Music モードのデコード処 
理を行います。2チャンネルのフォー 
マツトで録音された音源を7チャンネル 
にデコードします。 CD など通常のステ 
レオ音源に適しています。 


へツドホンをつないでいる場 
合には 

下のサウンドフィールドは、本機に 
へッドホンをつないでいるとをのみ選択 
でをます。 

■ HP 2CH (Headphones 2CH) 

へッドホンを使用すると自動的に選ばれ 
ます （Analog Direct を除く）。通常の 
2チャンネルステレオ音源はサウンド 
フィールド処理を完全に回避し、 LFE 信 
号しツ外のマルチチャンネルサラウンド 
フォーマットは2チャンネルにダウン 
5ックスされます。 

■ HP DIR (Headphones Direct) 

「 A . DIRECT ] び選ばれているときに 
ヘッドホンを使用すると、自動的に選ば 
れます。 

イコライヴー、サウンドフィールドなど 
の処理を行わずに、アナ□グ信号を出力 
します。 
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アクティブサブウーファーをつな 
いでいる場合 

アクティブサフウーファーから2チャン 
ネル信号に出力される低域効果音である 
LFE 信号びないときは、本機びアクティ 
ブヴフウーファー出力用の化周波信号を 
生成します。ただし、すべてのスピー 
力一び 「 LARGE 」 に設定されていると 
をは、 「 NE 06 CIN 」 または 「 NE 06 
MUS 」 ではな周波信号び生成されませ 
ん。ドルビーデジタルの化音 U ダイレク 
卜回路を最大限にまかすため、アクティ 
ブヴブウーファーのカツトオフ周波数を 
でさるだけ高域に設定することをおすす 
めします。 


サウンドフイールドにごいてのご 
を意 

• スピーカーパターンの設定によっては、 
使用でさないサウンドフィールドがあ 
0ます。 

•音楽用と映画用のサウンドフィールド 
は、下の場合は機能しません。 

-ヴンプ U ング周波数が48 kHzUI 上 
の DTS-HD Master Audio 、 DTS - 
HD High Resolution Audio または 
Dolby TrueHD 信号を受信してい 
る。 

-「 A . DIRECT 」 が選ばれている。 

•スピーカーパターンが2/日または 
2/0.1 に設定されているときは 、 「PUI 
MV 」、 rPUIXMV 」、 rPLIIMS 」、 
rPLIIXMS 」、 rPLIIZ 」、 「 NE 06 CIN 」 
および 「 NE 06 MUS 」 は機能しませ 
ん。 

• rPLiix 」 と rPLiizj を同時に選ぶこ 
とはでをません。 

- rpLiix 」 は、スピーカーパターンを 
サラウンドパックスピーカーありの 
設定にした場合のみ使用可能です。 
- rPLiiz 」 は、スピーカーパターンを 
フ□ント八イスピーカーありの設定 
にした場合のみ使用可能です。 


• 音楽用のサウンドフィールドのどれか 
を選んでいるとをは 、 SPEAKER メ 
こユーです ベての スピーカーが 
「 LARGE 」 に設定されていると、アク 
ティブサブウーファーから音が出ませ 
ん。 

ただし、下の場合には、アクティブ 
サブウーファーから音が出ます。 

-デジタル入力信号に LFE 信号が含ま 
れている。 

-フ□ントまたはサラウンドスピー 
力一が 「 SMALL 」 に設定されてい 
る。 

-「MULTI ST 」、 rPLIIMV」、「PLII 
MS 」、 rPLIIXMV 」、 rPLIIXMS 」、 
「 HD - D . C . S 」 または 「 P . AUDIO 」 
が選択されている。 



音楽用/映画用サラウンド 効 まを 3 
オフにずるには S 

サウンドフイールド +/- をくり返し押し乂 
て、り CH ST 」 または 「 A . F . D . 

AUTO 」 を選びます。 55 

本機の 2 CH / A.D 旧 ECT をくり返し押すぶ 
かまたは A . F . D . を押して、 KCHST 」 胀 

または 「 A . F . D . AUTO 」 をそれぞれ選 C 

ぶことちでをます。 W 
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サウンドフイールドを 
初期設定が態に戻す 

この操作は必ず本体のボタンを使って 
行ってください。 


ブラビア y ンク 


"ブラビア U ンク"機 
能とは？ 



1I/ のを押して本機の電源を切る。 

2 MUSIC を巧しなび 6 、 1 /のを押 
す。 

表示窓に 「 S . F . CLEAR 」 と表示さ 
れ、すべてのサウンドフイールドび 
初期設定状態に戻0ます。 


"ブラビアリンク"機能により、 HDMI 機 
器制御機能を搭載する、テレビ、フルー 
レイディスクプレーヤー/レコーダー、 
DVD プレーヤー、 AV アンプなどのソ 
ニー製品を連動操作することびでをま 
す。 

"ブラビアリンク"機能に対応するソニー 
製の機器を HDMI ケーブル（別売）で 
つなぐと、じ(下の操作を簡単に行ラこと 
がでさます。 

•ワンタッチプレイ （46 ページ） 

• システムオーディオコント□ール 
(46 ぺージ） 

•オートジャンルセレクター （47 ページ) 
•電源オフ連動 （48 ページ） 

•シーンセレクト （49 ページ） 

HDMI 機器制御機能は 、 HDMICEC 
(Consumer Electronics Control ) で使 
用されている 、 HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface ) のための相互制 
御機能の規格です。 


本機は"ブラビアリンク"機能に対応し 
ている製品とつなぐことをおすすめしま 
す。 

ちち 

接続機器によっては、 HDMI 機器制御機能び 
働かない場合びあります。お使いの機器の取 
扱説明書を参照してください。 
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"ブラビア u ンク"機 
能の準備をする 

本機は、 「 HDMI 機器制御機能かんたん 
設定」に対応しています。 

• お持ちのテレビび、 「 HDMI 機器制御 
機能かんたん設定」機能に対応してい 
る場合は、テレビの HDMI 機器制御機 
能を設定すると、本機と再生機器の 
HDMI 機器制御機能ち自動的に設定さ 
れます （45 ページ)。 

• お持ちのテレビび、 「 HDMI 機器制御 
機能かんたん設定」機能に対応してい 
ない場合は、本機、再生機器、および 
テレビの HDMI 機器制御機能を別々に 
設定してください （45 ページ)。 


お持ちのテレビが rHDMI 機器 
制御機能かんたん設定 J に対応し 
ている場合 

1本機、テレビおよび再生機器を HDMI 
ケーブルで接続ずる。 

(各機器は、 HDMI 機器制御機能に対 
応している必要げありまず。） 

2本機、テレビ、再生機器の電源を入れ 
る。 

3テレビの HDMI 機器制御機旨目を有効に 
ずる。 

本機およびすベての接続機器の 
HDMI 機器制御機能び同時に有効に 
なります。設定び終わるとまたはに 
「 COMPLETE 」 と表示されます。 

テレビの設定について詳しくは、テレビ 
の取扱説明書を参照して < ださい。 


お持ちのテレビが rHDMI 機器 
制御機能かんたん設定 J に対応し 
ていない場合 



1アンプメニユーを巧ず。 

2 ♦/ ♦をくり返し巧して、 「HDMU を還 
び、任)または■►を巧ず。 

3 ♦/ ♦をくり返し巧して、 
rCTRL.HDMIJ を還び、任)または ♦ 
を巧ず。 

4 ♦/ ♦をくり返し巧して、 「CTRL ON」 
を還び、©を巧ず。 

HDMI 機器制御機能び有効になりま 
す。 

5つないだ機器の HDMI 機器制御機首目 
をオンに設定にずる。 

HDMI 機器制御機能びすでにオンに 
設定されている場合は、設定を変更す 
る必要はありません。 

テレビとつないだ機器の設定について 
詳し<は、各機器の取扱説明書を参照 
してください。 

ちち 

•お持ちのテレビで 「 HDMI 機器制御機能か 
んたん設定」を行ラ前に、必ずテレビと本機 
を含む他の接続機器の電源を入れてくださ 
い。 

•「 HDMI 機器制御機能かんたん設定」の設定 
を行った後に再生機器び動作しない場をは、 
テレビの HDMI 機器制御の設定を確認して 
<ださい。 

■接続機器び、 「 HDMI 機器制御機能かんたん 
設定」に对応していない場をでち、その機器 
び HDMI 機器制御機能に対応している場合 
は、テレビから 「 HDMI 機器制御機能かん 
たん設定」を行ラ前に、接続機器の HDMI 
機器制御機能を設定する必要びあります。 


I suu 巧 UVA，i 
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ワンタッチ操作で機器 
を再をする 

(ワンタッチプレイ） 

つないだ機器で再生を始めると、本機と 
テレビは下記のよラに動作します。 

本機とテレビ 


電源が入る（スタンバイ状態の場合) 


適切な HDMI 入力に切り換わる 


「 PASS . THRU 」 を 「 AUTO 」 または 
roN 」 に設定すると、本機はスタンバイ 
状態のままで、音声と映像をテレビから 
のみ出力することがでさます。 

ごを意 

•テレビによっては、コンテンツの最初の部分 
が表示されないことがあ0ます。 

•設定によっては、 「 PASS . THRU 」 び 
「 AUTO 」 または rON 」 に設定されている 
と、本機の電源び入らないことびあ0ます。 
•テレビのメこューを使って、システムオー 
ディ オコント □ール機能びオンに設定されて 
いることを確かめてください。 

ちょっと 一言 

テレビのメニューから、ブルーレイディスク 
プレーヤー/レコーダーまたは DVD プレー 
ヤーなどの接続機器を選ぶことわでをます。 

本機とテレビは自動的に適切な HDMI 入力に 
切り撰わります。 


テレビの音声を本機の 
スピーカー で楽しむ 

(システムオーデイオコント 
口ール） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機につ 
ないだ スピーカーから 楽しむことびでを 
ます。 

システムオーディオコントロール機能 
は、テレビのメニューで操作でをます。 
詳しくは、テレビの取扱説明書を参照し 
て < ださい。 

本機 

•電源び入る 
(スタンバイ 
状態の場合） 
•適切な HDMI 
入力に切り換 
ねる 



システムオーディオコントロール機能は 

しツ下のよラにお使いいただけます。 

•テレビの電源び入った状態で、本機の 
電源を入れると、システムオーディオ 
コントロール機能び自動的に有効にな 
り、本機につないだスピーカーからテ 
レビの音声び出力されます。本機の電 
源を切ると、音声はテレビのスピー 
力一から出力されます。 

•テレビの音量を調節すると、システム 
オーディオコントロール機能により、 

本機の音量ち同時に調節されます。 

ごま意 

•テレビの設定によっては、システムオーディ 
オコント□ール機能び働かないことびありま 
す。この場合は、テレビの取扱説明書を参照 
してください。 

•「 CTRLHDMI 」 び 「CTRL ON 」 に設定さ 
れていると、システムオーディオコント□一 
ルの設定に応じて HDMI メニューの 
「 AUDIO . OUT 」 は自動的に設定されます。 


テレビ 

システム 
オーディオ 
コントロー 
ル機能を有 
効にする 
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•テレビの電源を入れてか 5 本機の電源を入れ 
ると、テレビの音声び出力されるまでに多少 
時間びかかることびあります。 


デジタル放送のジャン 
ルに応じて、サラウン 
ド効果を自動的に切り 
換无る 

(才ートジャンル七レクター） 

視聴中のデジタル放送の番組情報 （EPG 
情漸を取得して、番組のジャンルに応 
じたヴウンドフイールドに自動的に切り 
換えることびでさます（オートジャンル 
セレクター対応のテレビをお使いの場合 
のみ)。 

オートジャンルセレクターは、システム 
才ーデイオコント□-ル機能びオンに設 
定されている場合のみ使用することびで 
さます。 



1 アンプメニューを押ず。 

2 ♦/* をく日返し巧して 、 THDMIJ 
を選び、 © または ■► を押ず。 

3 ♦/* をくり返し押して、 

rS. FIELDJ を選び、©または 
を押す。 


4 ♦/ ♦ をくり返し押して、お巧みの 
設定を選ぶ。 

•AUTO :デジタル放送のテレビま 
組のジャンルに応じて、サウンド 
フィールドび自動的に切り換わり 
ます。 

• MANUAL :ヴウンドフイールド 
ボタンで選んだヴウンドフィール 
ドで、音声を出力します。 


ま組情巧対応表 


ま組情巧 
(EPG 情巧） 

オートジャンルセレク 
ターで切0換わるサウ 
ンドフイールド 

ニュース/報道 

SCH ST . 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

A . F . D . AUTO 

ドラマ 

A . F . D . AUTO 

音楽 

詳細ジャンルによって 
異なります。下記の音 
楽番組詳細ジャンル対 
応表をご覧ください。 

バラエティ 

A . F . D . AUTO 

映画 

HD - D . C . S . 

アニメ/特撮 

A . F . D . AUTO 

ドキュメンタ U — 

A . F . D . AUTO 

劇場/公演 

CONCERT 

趣 口 ま/教育 

A . F . D . AUTO 

福祉 

A . F . D . AUTO 

その他 

A . F . D . AUTO 

スポーツ （ CS ) 

SPORTS 

洋画 （ CS ) 

HD - D . C . S . 

邦画に S ) 

HD - D . C . S . 

情報なし 

A . F . D . AUTO 


圓巧 _JV 々 ： i 


ごヴ< 
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音楽ま組詳細ジャンル対応表 


詳細ジャンル 

サウンドフイールド 

国内□ック/ポップ 

CONCERT 

ス 


ミ毎外□ック/ポップ 

CONCERT 

ス 


クラシック/オペラ 

HALL 

ジャズ/フュージョ 

JAZZ 

ン 


歌謡巧/演歌 

CONCERT 

ライブ/コンサート 

CONCERT 

ランキング / U クエ 

CONCERT 

スト 


カラオケ/のど自慢 

CONCERT 

民謡/邦楽 

CONCERT 

童謡/キッズ 

CONCERT 

民族音楽/ワールド 

CONCERT 

ミューソック 


その他 

CONCERT 


で、:ちち 

番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンド 
フィールドが切り撰わるとさ、音び逮切れる 
ことがあります。 


テレビで本機の電源を 
切る 

(電源オフ連動） 

テレビのリモコンの POWER ボタンで、 
テレビの電源を切ると、本機と接続機器 
の電源ち自動的に切れます。 

本機の U モコンでちテレビの電源を切る 
ことびでをます。 


ロロるり 

[BD/DVDI I game] [ 説て ] 
[VIDEOI I …I |S 補叫 


〔 TUNErJ 1^0 肝 ABLe| I I 


TV 電源 




TV を巧しなび6、 TV 電源を押す。 

テレビ、本機、および HDMI でつない 
だ機器の電源び切れます。 

ちち 

•テレビの電源連動機能の設定をオンにしてか 
5、電源オフ連動機能を使用してください。 
詳しくは、テレビの取扱説明書を参照してく 
ださい。 

•機器の状態によっては、電源オフ連動機能で 
接続機器の電源び切れない場合があ0ます。 
詳し<は、各接続機器の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 
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選んだシーンに応じて 
最適なサウンドフイー 
ルドを楽しむ 

(シーン七レクト） 

テレビで選んだシーンに応じて最適な画 
質とヴウンドフイールドに切 D 換えるこ 
とびでをます。操作について詳しくは、 
テレビの取扱説明書を参照して < ださ 
い。 


巧な表 


テレビのシーン設定 

サウンドフイー 
ルド 

Cinema 

HD - D . C . S . 

Sports 

SPORTS 

Music 

CONCERT 

Animation 

A . F . D . AUTO 

Photo 

A . F . D . AUTO 

Game 

A . F . D . AUTO 

Graphics 

A . F . D . AUTO 


で、ミ主意 

テレビによっては、サウンドフィールドが切 
り換わらないことびあります。 


その他の操作 


デジタル音声とアナ □ 
グ音声を切り換える 

(インプットモード） 

機器を本機のデジタル音声入力端テとア 
ナログ音声入力端テの両方につないでい 
る場合、視聴するソフトの種類によつ 
て、音声入力をどちらかに固定した D 、 

切 D 換えた D することびでをます。 

1入力切日巧え用ボタンで入力お 

を選ぶ。 

本体の INPUT SELECTOR つまみ 

でち操作でをます。 

2インプットモードをく日返し押 

す。 

選択した音声入力び表示窓に表示さ 

れます。 

•AUTO :機器を本機のデジタル音 
声入力端テとアナログ音声入力端 
テの両ちにつないでいる場合、デ 
ジタル音声入力び優先されます。 
複数のデジタル接続をしている場 
合は、 HDMI につないでいる音声信 
号び優先されます。 

デジタル音声信号びない場合は、 
アナ□グ音声信号び選ばれます。 
テレビの入力び選ばれているとを 
は、オーディオ U ターンチヤンネ 
ル ( ARC ) 信号び優先されます。 
お持ちのテレビびオーディオ U 
夕ーンチヤンネル ( ARC ) 機能に 
対応していない場合は、光デジタ 
ル音声信号び選ばれます。 

•COAX :デジタル音声信号入力を 
DIGITAL COAXIAL 端テに指定し 
ます。 

•OPT :デジタル音声信号入力を 
DIGITAL OPT に AL 端子に指定し 
ます。 


圓 ホ SS 航な 


ごヴ< 
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•ANALOG :アナ□グ音声信号入 
力を AUDIO IN ( L / R ) 端子に指定 
します。 

ごを意 

•入力によっては、設定でさない音声入カモー 
ドびお0ます。 

•「 A . DIRECTJ を使っているときは、音靑入 
力は 「 ANALOG 」 に設定されます。他の 
モードは選べません。 

•オーディオリターンチヤンネル （ ARC ) 機 
能は下の場を、働をません。 

-お持ちのテレビびオーディオ U ターンチヤ 
ンネル （ ARC ) 機能に対応していない。 

-「 CTRL . HDMI 」 が 「CTRL OFF 」 に設定 
されている。 

-本機を、 ARC に对応しているテレビの 
HDMI 端子に HDMI ケーブルでつないで 
いないとさ。 


化の映像/音声入力端 
子をほラ 

端テの初期設定びつないでいる機器と巧 
応していない場合は、 HDMI 、 
COMPONENT VIDEO および 
DIGITAL 入力端子の割り当てを他の入 
力に変更することびでをます。 

入力端子の割り当てを変更した後は、 

入力切り換え用ボタン（または本体の 
INPUT SE 1_ ECT 0 R つまみ）でつない 
でいる機器を選ぶことびでをます。 

例： 

DVD プレーヤーを OPTICAL SAT / 
CATV IN および COMPONENT 
VIDEO SAT/CATV (IN 2) 端子につない 
でいるとをは 

-OPTICAL SAT/CATV IN 端子を 
「 BD / DVD 」 に割 D 当てる。 
-COMPONENT VIDEO SAT/CATV 
(IN 2) 端テを 「 BD / DVD 」 に割り当て 
る。 


1 アンプメニューを押す。 

2 ♦/* をく日返し押して、 

TAUDIOJ、rvIDEOJ または 
THDMIJ を還び、 © または■►を 
押す。 

3 ♦/* をく日返し押して、 
TA.ASSIGNJ 、 rv. ASSIGNJ 
または TH. ASSIGNJ を還び、 
© または ■► を押す。 

4 ♦/ ♦ をく日返し押して、な下の設 
定を選び、任 ) またはを押す。 

「 A . ASSIGN 」 および rv . 
ASSIGN 」 の場合、割り当てたい入 
力名を選ぶ。 

「 H . ASS に N 」 の場合、割り当てた 
い入力端子を選ぶ。 

5 ♦/ ♦ をく日返し押して、な下の設 
定を選び、 © を押す。 

「 A . ASSIGN 」 および rv . 
ASSIGN 」 の場合、割り当てたい入 
力端テを選ぶ。 

「 H . ASS に N 」 の場合、割り当てた 
い入力名を選ぶ。 

前の表示に戻るには 

* または民:るで^を押します。 


ご注意 

HDMI 入力端テの割0当てを変更する前に、 
必ず 「 CTRLHDMI 」 を 「CTRL OFF 」 に設 
定してください。 
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入力端子を割り当てる 


割 0 当て可能な入力 

入力ち 

琉子 


BD/DVD 

GAME 

SAT 

(SAT/ 

CATV) 

VIDEO 

SA-CD PORT 
(SA-CD/(PORTA- 
CD) BLE) 

NONE 

HDMI 

HDMI 1 

び 

O 

O 

o 

O 

o 

o 


HDMI 2 

O 

o* 

o 

o 

o 

o 

o 


HDMI 3 

O 

o 

び 

o 

o 

o 

o 


HDMI 4 

o 

o 

o 

o* 

o 

o 

o 

映像 

CMPNT 1 
(Component 
1) 

び 

o 

o 

o 

o 

o 



CMPNT2 

(Component 

2) 

o 

o 

び 

o 

o 

o 



COMP 

(Composite) 

- 

- 

o 

び 

- 

- 

- 


NONE 

o 

び 

- 

- 

び 

び 

- 

曰ド 

SAT OPT 

o 

o 

び 

o 

o 

o 

- 


目 D COAX 

び 

o 

o 

o 

o 

o 

- 


ANALOG 

- 

- 

o 

び 

び 

び 

- 


NONE 

o 

ぴ 

- 

- 

- 

- 

- 


初期設定 


ごを意 

• HDMI または DIGITAL 音靑入力端子の割 
り当てを変更すると、インプットモードの設 
定び自動的に変わることびあります （49 ぺ 

—ご 

•1 つの入力に対して複数の入力を割り当てる 
ことはでをません。 


圓 ホ SS 温な 
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設定メニューのほいか 
た 


設定メニューを使って、さまざまな設定 
を行ラことにより本機をカスタマイズす 
ることびでをます。 



1アンプメニューを押す。 

2 ♦/* を<0返し押して、お巧みの 
メニュー項目を還び、©または 

を巧す。 

3 ♦/ ♦をく日返し押して、調整した 
いパラメーターを 選び、© また 
は+を押す。 

4 ♦/ ♦をく日返し押して、お巧みの 
設定を還び、©を押す。 

前の表示に戻るには 

♦ または戻るす^を押します。 

メニューを消ずには 

アンプメニューを押します。 

ちま 

パラメーターや設定び表示窓で暗く表示され 
ることびあります。これは、選んだ項目び使 
用でさない、あるいは固定/変更でをないこ 
とを意味します。 
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設定メニユ 

- 貴 



各メニューでは、下のオプションを設定でをます。詳しくは、括弧内の参照ページを 
ご覧ください。 

メニュ ー 
[表示] 

パラメーター 

[表示] 

設定 

初期設定 

AUTO CAL 
[A. CAL] 

自動音場補正の開始 
[START] 



(57 ページ） 

補正 タイプ 
[CAL TYPE] 

FULLFLAT、ENGINEER、 
FRONT.REF、OFF 

ENGINEER 

LEVEL 

[LEVEL] 

テストトーン w 
[T. TONE] 

OFF、AUTO 国—り 

OFF 

(57 ぺージ） 

フ□ンピスピーカー(ち） 
レベルが 
[FL LVL] 

FL-10.0 dB-FL+10.0 dB 
(0.5 d 目単位） 

FLO dB 


フ□ン K スピ-力-(ち） 
レベル W 
[FR LVL] 

FR-10.0 d 目〜 FR +10.0 d 目 
(0.5 d 巨単位） 

FROdB 


センタースピーカーレベル W 
に NT LVL] 

CNT-1 日. Od 巨〜 
CNT+10.0dB (0 .己 d 目単位） 

CNTOdB 


ヴラウるドスピーカー(左） 
[SL LVL] 

S し 一 10.0 d 臣〜 S し +10.0 d 巨 
(0.5 d 目単位） 

S し Od 巨 


ヴラウるドスピーカー(ち） 
[SR LVL] 

SR-10.0 dB - SR +10.0 dB 
(0.5 d 巨単位） 

SROdB 


サラウン、ドバックスピーカー 
レベルが 
[SB LVL] 

S 巨 一 10.0 d 巨〜 S 巨 +10.0 dB 
(0.5 d 巨 単位） 

SBOdB 


サラウンドノシックスピーカー 
(左）レベル b う 
[SBL LVL] 

S 巨 L 一 10.0 d 臣〜 

SBL+10.0 dB (0 .日 d 目単位） 

SBLOdB 


サラウンドバックスピーカー 
(ち）レベルが 
[SBR しVし] 

SBR-10.0 dB - 

SBR +10.0 dB (0 .日 d 目単位） 

SBROdB 


フ□ント八イスピーカー 
(左）レベルが 
tH LVL] 

LH-10.0 d 目〜 LH +10.0 d 巨 
(0.5 dB 単位） 

LHOdB 


フ□ント八イスピーカー 
(も）レベルが 
[RH LVL] 

RH —10.0 d 巨〜 RH +10.0 dB 
(0.5 d 巨単位） 

RHOd 巨 


アクテ^ブ’ヴブウーファー 

レベルが 

[SW LVL] 

SW 一 10.0 d 呂〜 SW +10.0 d 巨 
(0.5 d 巨単位） 

SWOd 巨 


ダイナ S ックレンジの圧縮 
[D. RANGE] 

COMP. MAX、COMP. STD、 
COMP.AUTO、COMP. OFF 

COMP.AUTO 
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メニュ ー 
[表示] 

SPEAKER 

[ SPKR ] 

(57 ページ） 


パラメーター 

[表示] 

設定 

初期設定 

スピーカーパターン 
[ PATTERN ] 

詳しくは、29ページをご覧くだ 
さい。 

3/4.1 

フ□ントスピーカーサイズが LARGE、SMALL 
[FRT SIZE ] 

LARGE 

センタースピーカーサイズが LARGE、SMALL 
[ CNTSIZE ] 

LARGE 

サラウン、ドスピーカー 

サイズが 

[SUR SEE ] 

LARGE、SMALL 

LARGE 

フ□ント、八イスピーカー 

サイズが 

[FH SEE ] 

LARGE、SMALL 

LARGE 


フ□ントスに一力一(左） 
までの距離で） 

[FL DIST .] 

フ□ントス松一力一(ち） 
までの距離 
[FR DIST .] 

センタースピーカーまでの距 
離が 

[ CNTDIST .] 

サラウンドみピーカー（左） 
までの距離が 
[ SLDIST .] 

サラウンド衣ピーカー（ち） 
までの距離が 
[SR D に T .] 

サラウンドノ';ックスピーカー 
までの距離が 
[SB D に T .] 

サラウンドバックスピー 
カー（左）までの距離が 
[SBLD に T .] 

サラウンドバックスピー、 
カー（ち）までの距離が 
[SBR DIST .] 

フ□ント八イスピ^カー 
(左）までの距離が 
[LH D に T .] 

フ□ント八イス ピーカー 
(ち）までの距離 W 
[RH D に T .] 

アクティブな、ブウーファー 
までの距離が 
[SW DIST .] 

距離の単位 
[D に T . UNIT ] 


1.00 m -10.00 m (0.1 m 単位）が 3.00 m 
3’3’ 〜32’9’ （1 inch 単位） 9’ 10" 


METER、FEET 


METER 
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メニュ ー 
[表示] 

パラメーター 

[表示] 

設定 

初期設定 


フ□ントスピーカ、一のク□ス 
オーバー周波数 
[ FRTCRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 Hz 


センタースピーカ、一のク□ス 
オーバー周波数が 

[ CNTCRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 Hz 


サラウンドスピーカ、一のク〇 
スオーバー周波数 el 

[SUR CRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 Hz 


フ□ント八イスピーカ、一のク 
□スオーバー周波数 
[FH CRS .] 

CRS . 40 Hz 〜 CRS . 200 Hz 
(10 Hz 単位） 

CRS . 120 Hz 

SURROUND 

[ SURR ] 

(58 ページ） 

HD - D . C . S . エフェクトタイ 
プ 

[ EFFECT ] 

DYNAM に、 THEATER 、 
STUDIO 

THEATER 

EQ 

岡 

(59 ページ） 

フ□ントスピーカーの低域レ 
ベル 

[ BASS ] 

BASS -10 d 巨〜 

BASS +10 dB (1 d 目単位） 

BASS 0 dB 


フ□ントスピーカーの高域レ 
ベル 

[ TREBLE ] 

TRE -10 d 臣 〜 TRE +10 d 巨 
(1 d 目単位） 

TREOd 臣 

TUNER 

[ TUNER ] 

(59 ページ） 

FM 放送局の受信モード 
[FM MODE ] 

STEREO、MONO 

STEREO 

プ U セットした放送局に名前 
を付ける 
[NAME IN ] 

詳しくは、「プ U セットした放送 
局に名前を付ける」 （40 ページ） 
をご覧 < ださい。 


AUDIO 

[ AUDIO ] 

(59 ページ） 

音靑と映像出力の同期 
[AN SYNC ] 

SYNC ON、SYNC OFF 

SYNC OFF 

デジタル放送の言語選択 

[ DUAL ] 

MAIN / SUB 、 MAIN、SUB 

MAIN 


デジタル音靑入力の割0当て 
[ A . ASSIGN ] 

詳しくは、「他の映像/音靑入力 
端テを使ラ」（日〇ページ）をご覧 
<ださい。 



ナイトモード 
[ N に HTM .] 

NIGHT . ON 、 NIGHT.OFF 

NIGHT.OFF 

VIDEO 

[ VIDEO ] 

(60 ぺージ） 

映像入力の割0当て 
[ V . ASSIGN ] 

詳し<は、「イ也の映像/音靑入力 
端テを使ラ」（日〇ページ）をご覧 
<ださい。 
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メニュ ー 
[表示] 

パラメーター 

[表示] 

設定 

初期設定 

HDMI 

[ HDMI ] 

HDMI 機器制御機能 
[ CTRL . HDMI ] 

CTRL ON、CTRL OFF 

CTRL ON 

(60 ぺージ） 

HDMI シグナルパススルー 
[ PASS . THRU ] 

ON 、 AUTO、OFF 

OFF 


HDMI 音靑入力の設定 
[ AUDIO . OUT ] 

AMP 、 TV+AMP 

AMP 


HDMI サウンドフィールド 
[ S . FIELD ] 

AUTO、MANUAL 

MANUAL 


HDMI 入力の割り当て 
[ H . ASSIGN ] 

詳し < は、「他の映像/音声入力 
端テを使ラ」（日〇ページ）をご覧 
ください。 


SYSTEM 

[ SYSTEM ] 

オートスタンバイモード 
[ AUTO . STBY ] 

STBY ON 、 ST 巨丫 OFF 

STBY ON 

(61 ページ） 

入力に名前を付ける 
[NAME IN ] 

詳しくは、「入力に名前を付ける」 
(3 己ページ）をご覧ください。 



a ) 自動音場補正を実行し、設定をイ呆をした場合のみこの設定を還ぶことびでさます。 

b ) スピーカーバターンの設定によっては、使用でさないバラメーターびあります。 

G ) ■■■には、スピーカーチヤンネル （ FL 、 FR 、 CNT 、 SL 、 SR 、 SB 、 3己し SBR 、 LH 、 RH 、 
SW ) び表示されます。 

が自動音場補正を実行し、測定結果をなをした場合のみ、 0.01 メートル単位で距離を調整するこ 
とびで定ます。 

この設定はスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されているときは還べません。 
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AUTO CAL メニュ ー 

■ START 

自動音場補正を実行でをます 
(31 ページ)。 

■ CALTYPE 

お好みに合わせて補正タイプを選ぶこと 
びでをます。詳しくは、「3 :測定結果を 
確認/な存する」の手順4をご覧< ださ 
い巧2ページ)。 


LEVEL メニュ ー 

各スピーカーのレベルを手動で調整でさ 
ます。 

■ T . TONE 

視聴位置からテストトーンを聞をなび 
ら、スピーカーのレベルを調節でをます 
(34 ページ)。 

■ FL LVL、FR LVL、CNT LVL 、 
S しし V し、 SR し V し、 SB し V し、 
SB しし V し、 SBR し V し、し H し V し* 
RH LV し SW LVL 

各スピーカー(フロントち/左、セン 
ター、サラウンドち/左、サラウンド 
バックち/左、フロント八イち/左、 
アクティフサフウーファー)のレベルを 
調整でをます。 

ごを意 

スピーカーバターンの設定によっては、使用 
でさないバラメーターびあります。 

■ D. RANGE 

サウンドトラックのダイナミックレンジ 
を狭<します。深夜にル音量で映画を見 
たいとをなどに便利です。ダイナ5ック 
レンジの圧縮はドルビーデジタルの音源 
にのみ働をます。 


• COMP . MAX 

ダイナ5ックレンジを大幅に圧縮しま 
す。 

• COMP . STD 

ダイナ=ックレンジはレコーディング 
エンジニアび意図したとおりに圧縮さ 
れます。 

• COMP.AUTO 

ダイナ5ックレンジび自動的に圧縮さ 
れます。 

• COMP . OFF 

ダイナ5ックレンジの圧縮は行われま 
せん。 

ちよつと一言 

rCOMP . STD 」 び標準の設定ですび、圧縮率 
はほいため、 「 COMP . MAX 」 の使用をおす 
すめします。これは、ダイナ5ックレンジを 
大幅に圧縮しますので、深夜でちか音量で巧 
画を儘賞することびで定ます。アナ□グの IJ 
S ッターとは異なり、レベルびあ5かじめま 
められているため、自然な圧縮になります。 


SPEAKER メニュ ー 

本機に接続しているスピーカーのサイズ 
と距離を調整でをます。 

■ PATTERN 

お使いのスピーカーシステムに合わせた 
スピーカーパターンを選ぶことびでをま 
す （29 ページ)。 

■ FRT SIZE、CNT SIZE、SUR SIZE 、 
FH SIZE 

各スピーカーのサイズ（フロント 
ち/左、センター、サラウンドち/左、 
サラウンドバックち/左、フロント八イ 
ち/左）のサイズを調整でをます。 

• LARGE 

化音を効果的に再生する大をなスピー 
力一をつなぐ場合は、 「 LARGE 」 を選 
びます。通割ま 「 LARGE 」 を選びま 
す。 


圓 ホ SS 温な 
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•SMALL 

マルチチャンネルサラウンドで音声を 
出している場合に、音声が歪んだり、 
サラウンド効果が不充分に感じるとを 
は、 rSMALU を選んで、低音 U ダイ 
レクト回路を有効にし、各チャンネル 
の低音をアクティブサブウーファーま 
たは 「 LARGE 」 に設定した他のス 
ピーカーから 出力します。 

ごを意 

この機能は、 「 A . DIRECTJ び選ばれている 

とさは働をません。 

ちよつと一 言 

•各 スピーカーの 「 LARGE 」 および 
「 SMALL 」 の設定によって、内部のヴウン 
ドプ□セ ッヴ ーびチャンネルの低音信号を 
カット するかどラかが決まります。 

チャンネルからの低音びカットされると、低 
音 U ダイレクト回路によ0、該当する低域周 
波数びアクティブサブウーファーまたは 
「 LARGE 」 に設定された他のスピーカーに 
送信されます。 

しかし、低音には一定の指向性があるため、 
でさればカットした<ないちのです。した 
びって、か型のスピーカーを使用するとをで 
も、低音を出力したい場合は、 「 LARGE 」 

に設定することびでをます。逆に、大さなス 
ピーカーを使用していても、でさればそのス 
ピーカーか5低音を出力したくない場合は、 
に MALL 」 に設定してください。 

全体の音量びルさい場合は、すべてのスピー 
カーを 「 LARGE 」 に設定してください。低 
音感び足0ない場合は、イコライヴーで低域 
を上げることびでさます。詳しくは、59 
ページをご覧ください。 

•サラウンドバックスピーカーの設定はヴラウ 
ンドスピーカーと同じになります。 

•フ□ントスピーカーの設定を KM ALU に 
すると、センター、サラウンド、フ□ント八 
イスピーカーわ自動的にに MALU に設定 
されます。 

•アクティブサブウーファーを使用しない場合 
は、フ□ントスピーカーは自動的に 
「 LARGE 」 に設定されます。 


■ FL DIST.. FR DIST、CNT 
D ほ T、SL D 旧 T、SR D ほ T 、 
SB DIST、SBL DIST、SBR 
DIST.. LH DIST.. RH DIST.. 
SW DIST. 

視聴位置から各スピーカー（フ□ント 
ち/左、センター、サラウンドち/左、 
サラウンドバックち/左、フ□ント八イ 
ち/左、アクティブサブウーファー）ま 
での距離を調節でをます。 

左ちのフ□ントス ピーカーが U スこング 
ポジションから同じ距離に配置されてい 
ない場合は、近いほラの スピーカーまで 
の距離を設定し ます。 

ご注意 

•スピーカーパターンの設定によっては、使用 
でさないパラ 一夕一びあります。 

•この機能は、 「 A . DIRECT 」 び選ばれている 
とさは働さません。 

■ DIST.UNIT 

距離を設定する際の測定単位を選ぶこと 
がでをます D 

• METER 

距離はメー トル単位で表示されます。 
•FEET 

距離はフィート単位で表示されます。 

■ FRT CRS.. CNT CRS.. SUR 
CRS.、FH CRS. 

SPEAKER こューで rSMALU に設 
定されているスピーカーの低音域のク □ 
スオーノ く一周波数を調節でをます。 


SURROUND メニュ ー 

■ EFFECT 

「 HD - D . C . S 」 のエフェクトタイプを選 
ぶことびでをます。さタイプは反響音と 
残響音の異なる5ックスレべ j レび設定さ 
れており、鑑賞者の部屋の特性や好み、 
雰囲気に合わせて最適な調節をすること 
びでをます。 
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• DYNAMIC 

残響はをい反面、広々とした雰囲気に 
欠ける環境（音び充分に吸収されてい 
ない環境）に適しています。反射音を 
強調し、大型で古いタイプの映画館の 
音を再現します。ダビングシアターの 
広々とした雰囲気び強調され、独特の 
音場び作り出されます。 

• THEAT 。 

一般の U ビング向けです。映画館（ダ 
ビングシアター）のよラな残響を再現 
します。ブルーレイディスクに録画さ 
れたコンテンツを映画館の雰囲気で鑑 
賞したいとさに最も適しています。 
•STUDIO 

適切な音響機器を備えた U ビングに適 
しています。劇場用音源を、ブルーレ 
イディスク用として家庭での鑑賞に適 
した音量に U 5ックスしたとをに付与 
される残響感を再現します。反射、残 
響は最ル限のレベルに抑えられますび、 
セ U フやヴラウンド効果は生を生をと 
再生されます。 

EQ メニュ ー 

フ□ントスピーカーの音質り氏 i 或/高域 
のレベル）を調整でをます。 

■ BASS 

■ TREBLE 
巧ち意 

この機能は、 「 A . DIRECTJ び 遅 ばれている 
とさは 働 さません。 


TUNER メニユ ー 

FM 放送局の受信モードを設定し、プ U 
セツトした放送局に名前を付けることび 
でをます。 

■ FM MODE 

• STEREO 

ラジオの放送局びステレオで放送して 
いる場合は、信号をステレオ信号とし 
てデコードします。 


•MONO 

放送されている信号にかかわらず、信 
号をモノラル信号としてデコードしま 
す。 

■ NAME IN 

プ U セットした放送局に名前を付けるこ 
とびでをます。詳しくは、「プリセット 
した放送局に名前を付ける」 （40 ペー 
ジ）をご覧ください。 


AUDIO メニュ ー 

お好みに合わせて音声の設定を調節でを 
ます。 

■ A/V SYNC 

音声出力を遅らせて、音声と映像のずれ 
を最ル限に調節でをます。大画面の液晶 
ディスプレイやプラズマモニター、また 
はプロジェクターをお使いの場合に便利 
な機能です。 

• SYNC ON (遅延時間： 60 ms ) 

音声出力を遅らせて、音声と映像のず 
れをでをるだけな< します。 

• SYNC OFF (遅延時間： 0 ms ) 

音声出力に遅れは発生しません。 

ごを意 

•この機能は、 「 A . D 旧 ECT 」 び還ばれている 
とさは働さません。 

•遅延時間は、音靑フォーマット、サウンド 
フィールド、スピーカーバター ン、 スピー 
力一までの距離などの設定によって変わる こ 
とび友0ます。 

■ DUAL 

デジタル放送で聞をたい言語を選ぶこと 
びでをます押 j 用可能な場合)。この機 
能は、ソースびドルビーデジタルと 
MPEG -2 AAC のとをのみ働をます。 
• MAIN/SUB 

フロントスピーカー（左）から主音声、 
フロントスピーカー（ち）から副音声 
び同時に出力されます。 

•MAIN 

主音声び出力されます。 

•SUB 

副音声び出力されます。 


圓 ホ SS 航な 


ごヴ< 
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■ A. ASSIGN 

DIGITAL 音声入力端テを他の入力源に割 
り当てることびできます。詳しくは、「他 
の映像/音声入力端テを使ラ」 （50 ペー 
ジ）をご覧ください。 

■ NIGHT M. 

ルさな音量でち映画館のよラな環境を作 
D 出すことびでさます （10 ページ)。 
• MGHT . ON 
• NIGHT'OFF 


VIDEO メニユ ー 

■ V- ASSIGN 

COMPONENT VIDEO 入力端テを他の 
入力源に割り当てることびでをます。詳 
し < は、「他の映像/音声入力端テを使 
ラ」 （50 ページ）をご覧ください。 


•OFF 

スタンバイ状態時に HDMI 信号を出力 
しません。つないだ機器のソースをテ 
レビで楽しむ場合には、本機の電源を 
入れてください。この設定にすると、 
「 ON 」 設定時よりもスタンバイ状態時 
の消費電力を抑えることびでをます。 

ごを意 

•このバラメーターは、 「 CTRLHDMI 」 び 
「CTRL OFF 」 に設定されているときは使用 
でさません。 

■「 AUTO 」 設定時は、 rON 」 に設定した場合 
よりち映像と音靑びテレビに出力されるまで 
に時間びかかることびありまず。 

•本機びスタンバイ状態のときに、 
「 PASS . THRU 」 び 「 AUTO 」 または 
「 ON 」 に設定されている場合は、表示窓に 
「 A . STANDBY 」 び表示されます。 
「 PASS . THRU 」 び 「 AUTO 」 に設定されて 
いてち、信号びお化されないとをには、 
「 A . STANDBY 」 の表示び消えます。 


HDMI メニュ ー 

HDMI 端子につないだ機器に必要な設定 
を行5ことびでをます。 

■ CTRL.HDMI 

HDMI 機器制御機能のオン/オフを切り 
換えることびでをます。詳しくは、 r ブ 
ラビアリンク"機能」 （44 ぺージ）をご 
覧ください。 

■ PA®S THRU 

本機びスタンバイ状態でも HDMI 信号 
をテレビに出力でさるよラにします。 

•ON 

本機びスタンバイ状態でも、本機の 
HDMI TV OUT 端テから HDMI 信号 
を出力し続けます。 

•AUTO 

本機びスタンバイ状態のとをにテレビ 
の電源を入れると 、 HDMI TV OUT 端 
テから HDMI 信号を出力します。 

"ブラビアリンク"対応のソニー製テレ 
ビをお使いの場合、この設定をおすす 
めします。この設定にすると、 roN 」 
設定時よりちスタンノ（イ状態時のミ肖費 
電力を抑えることびでをます。 


■ AUDIO.OUT 

本機と HDMI 接続した再生機器からの 

HDMI 音声の出力先を設定でをます。 
•AMP 

再生機器からの HDMI 音声信号は本機 
につないだ スピーカーに のみ出力され 
ます。マルチチャンネルの音声をその 
まま再生巧能です。 

• TV+AMP 

音声を本機につないだスピーカーとテ 
レビのスピーカーの両方から再生しま 
す。 

で ‘ ミ主意 

•再生機器の音質は、チャンネル数、ヴンプ 
U ング周波数など、テレビの音質によって 
異なります。テレビびステレオに ch ) ス 
ピーカーの場合は、マルチチャンネルの 
ソースを再生しても、本機の音靑出力はテ 
レビと同じステレオに ch ) になります。 
•本機にプ□ジェクターなどの映像機器をつ 
ないでいるとき、本機につないだスピー 
カーか5音び出力されない場をびありま 
す。この場合は、 「 AMP 」 に設定してくだ 
さい。 
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■ S. FIELD 

デジタル放送のテレビ番組を視聰すると 
をに、オートジャンルセレクターを設定 
でをます。詳しくは、「デジタル放送の 
ジャンルに応じて、サラウンド効果を自 
動的に切り換える（オートジャンルセレ 
クター)」 （47 ページ）をご覧ください。 


リモコンをほラ 


入力切り換え用ボタン 
の割り当てを変更する 


■ H- ASSIGN 

HDMI 入力端子を他の入力源に割り当て 
ることびでをます。詳しくは、「他の映 
像/音声入力端子を使ラ」ほ0ページ） 
をご覧ください。 


SYSTEM メニユ ー 


お使いの機器に合わせて入力切り換え用 
ボタンの初期設定を変更することびでを 
ます。例えば、ブルーレイディスクプ 
レーヤーを本機の SAT/CATV 端テにつ 
ないだ場合、フルーレイディスクプレイ 
ヤーを操作でさるよラにリモコンの 
SAT/CATV ボタンを設定することびで 
をます。 


本機の設定をカスタマイズでをます。 

■ AUTO.STBY 

操作や信号の入力びないとをに、本機び 
自動的にスタンバイ状態に切り換わるよ 
ラに設定することびでをます。 

• STBY ON 

約30分後にスタンバイ状態に切り換 
よ 9 Q 

•STBYOFF 

スタンバイ状態に切り換えません。 

で-:ち意 

•この機能は、 TUNER 入力び遅ばれていると 
さは働さません。 

•オートスタンバイ機能とス U - プタイマーび 
同時に設定されている場合は、ス U —プタイ 
マーび優先されます。 

■ NAME IN 

入力に名前を付けることびでをます。詳 
しくは、「入力に名前を付ける」巧5 
ページ）をご覧ください。 


ごを意 

TV 、 TUNER 、 および PORTABLE 入力切0 
換え用ボタンの割り当ては変更でさません。 


数字ボタ 
ン 


も〇 


[SD/DVD] [GAME j 
〔 VIDE。] [TV ] 

1 TUNER 1 1 の"が Le"! 

广 SAT/ 1 
|_CATV J 

岡 

1 1 


ロロ 


■ AV 電源 


-入力切り 
換え用ボ 
タン 


1割日当てを変更したい入力切日 
巧え用ボタンを押したまま 、 AV 
電源を長巧しずる。 

朽I」： SAT/CATV を押したまま、 

AV 電源を長押しする。 

2 AV 電源ボタンを押したまま、選 
んだ入力切日換无用ボタンをは 
なす。 

例： AV 電源ボタンを押したまま、 
SAT/CATV をはなす。 
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下記の表を参照し、使いたい機 
器の種類に巧応するボタンを押 
し、 AV 電源•をはなす。 

例：1を押して、 AV 電源をはなす。 
SAT/CATV ボタンでフルーレイ 
ディスクプレーヤーを操作でさるよ 
ラになります。 


種類 

巧すボ 
タン 

ブルーレイディスクプレ 
— V — 

(コマンドモード BD1) a) 

1 

ブルーレイディスクレコ 
—ダ_ 

(コマンドモード目 D3) a) 

2 

DVD プレーヤー 
(コマンドモード DVD1) 

3 

DVD レコーダー 
(コマンドモード DVD3) が 

4 

ビデオデッキ 

(コマンドモード VTR3) C ) 

己 

CD プレーヤー 

6 

デジタル CS チューナー 

7 


a ) BD 1 または BD 3 の設定について詳し 
くは、ブルーレイディスクプレーヤー 
またはブルーレイディスクレコーダー 
の取扱説明書を参照してください。 

b ) ソニー製の DVD レコーダーは DVD 1 
または DVD 3 の設定で操作でさます。 
詳しくは 、 DVD レコーダーに付属の取 
扱説明書を参照してください。 

G ) ソニー製のビデオデッキは、 VHS に巧 
応する VTR 3 の設定で操作でさます。 


入力切り換え用ボタン 
を初期設定に戻す 


入力切換 


口ふ。け 

[BD/D …I [game I I どお ] 


電源 



1音量-を押したまま、電源と入力 
切巧を巧す。 

2すべてのボタンをはなす。 

入力切り換え用ボタンび初期設定の 
状態に戻ります。 





























その他 


ほ用上のごま意 


まをにごいて 

キャビネットに固い物体び落とされた 
り、液体びかかったりした場合は、使用 
を中止し、本体の電源プラグを抜いてイ呆 
守要員び点検して < ださい。 


電源にごいて 

• ご使用前に、本機の動作電圧び地域の 
使用電圧と同じであることを確かめて 
<ださい。 

動作電圧は本体裏面の銘板に表示され 
ています。 

• 本機の電源を切ってち、電源コードび 
壁のコンセントにつないびれている間 
は、電源び完全に遮断されるわけでは 
ありません。 

•長期間本機を使用しない場合は、おず 
本機の電源コードを壁のコンセントか 
ら抜いてください。電源コードを壁の 
コンセントから抜く場合は、絶対に 
コードを引っ張らず、プラグを持って 
抜いてください。 

• 電源コードは正規のサービス店し U 外で 
交換しないでください。 


温度上昇について 

使用中、本体の温度びかなり上昇します 
び、故障ではありません。特に、大音量 
で使用し続けると、本体キャビネットの 
天板や側板、底板はかな0熱<なりま 
す。このよラなとさは、キャビネットに 
触れないよラにしてください。火傷など 
のけびの原因にな0ます。 

また、密閉した場所に置いて使用しない 
でください。温度上昇を防ぐため、風通 
しのよい所でお使いください。 


設置場所について 

• 電源プラグは容易に手び届く場所にあ 
るコンセントに接続してください。な 
のよラな場巧には置かないでください。 
-ぐらついた台の上や不安定な場所。 

-じゅ5たんや布団の上。 

-湿気のをい所、風通しの悪い所。 

-ほこりのをい所。 

-密閉された所。 

-直射日光び当たる所、湿度び高い巧。 
-極端に寒い所。 

-テレビやビデオデッキ、カセット 
デッキから近い所。 

(テレビやビデオデッキ、カセット 
デッキといっしょに使用するとを、 
近くに置くと、雑音び入ったり、映 
像び乱れたりすることびあります。 
特に室内アンテナのとをに起こりや 
すいので屋外アンテナの使用をおす 
すめします。） 

•本機をワックス、オイル、研磨処理な 
ど特殊処理を施した台や床面に置<場 
合は、表面びちれた0、変色した0す 
る可能性びあるため、ごま意ください。 


ステレオを聞<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみ 
になるとさは、隣近所に迷 
惑びかからないよ5な音量 
でお聞をください。特に、 

夜はルさめな音でち周囲に 
はよく通るものです。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生活環境 
を守りましょラ。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークです。 


巧用について 

他の機器をつなぐ前に、必ず本機の電源 
を切り、電源コードを抜いてください。 
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お手入れについて 

キャビネットやパネル面、操作部は、中 
性洗剤を少し含ませた柔らかい巧でふい 
てください。シンナーやベンジン、アル 
コールなどは表面を傷めますので使わな 
いで < ださい。 

本機についてご質問や問題びある場合 
は、お近くのソニー販売店へお問い合わ 
せ < ださい。 


»障かな？と思った6 

本機の使用中にしツ下の問題び発生した場 
合は、このトラブルシューティングガイ 
ドをご覧になり、問題の改善に役立てて 
ください。それでち問題び解みしない場 
合は、お近くのソニー販売店へお問い合 
わせ < ださい。 

電源 

本機の電源び自動的に切れる 

•「 AUTO ' STBY 」 び rSTBY ON 」 に 
設定されている （61 ページ)。 

•ス U - プタイマー機能び働いている 
(11 ページ)。 

映像 

テレビに映像び表示されない 

• 入力切 D 換え用ボタンで適切な入力 
を選ぶ。 

•テレビを適切な入カモードに設定す 

• テレビからオーディオ機器を離す。 

• HDMI および COMPONENT 
VIDEO 入力端テの割り当てを正し 
く設定する。 

•ケーブルび正しく、しっか D と機器 
につなびっているか確認する。 

•再生機器によっては、機器側で設定 
び必要な場合びあります。各機器に 
付属の取扱説明書を参照して < ださ 
し、。 


• 特に解像度び1 080 p の映像や 
Deep Color または 3 D の映像を視 
聴するとをは、必ず八イスピード 
HDMI ケーブルを使用してください。 


テレビに 3D 映像び表示されない 

• テレビまたは映像機器によっては、 
3 D の映像び表示されないことびあ 
0ます。 


本機のスタンバイ巧態時に、テレビか 6 
映像び出ない 

•本機びスタンバイ状態になると、本 
機の電源を切る前に選択した HDMI 
機器から映像び出ます。他の機器を 
楽しむ場合は、その機器を再生して 
ワンタッチプレイ操作を行5か、本 
機の電源を入れて、お好みの HDMI 
機器を選択してください。 

•"ブラビアリンク"に対応していない 
機器を本機につなぐ場合は 、 HDMI 
メニューの 「 PASS . THRU 」 び 
「 ON 」 に設定されていることを確認 
してください （60 ページ)。 


録画びでをない 

• 機器び正しくつなびっているか確認 
する。 

• 入力切り換え用ボタンでソース機器 
を選ぶ巧5ページ)。 

•HDMI IN および COMPONENT 
VIDEO IN 端テから入力された映像 
信号は録画でをません。 

• 一部の ソースにはコピー 防止信号び 
含まれています。このよラな場合は、 
ソースからの 録画びでさないことび 
あります。 
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音青 


機器を遇んでいるかどラかにかかわ5 
ず、音が出ない、または音びほとんど聞 
こるない 

•すべての接続コードび、本機、ス 
ピーカー、機器のそれぞれの入力/ 
出力端テに差し込まれているか確認 
する。 

• 本機とすべての機器の電源び入って 
いるか確認する。 

• MASTER VOLUME つまみび 
rVOL MIN 」 に設定されていないか 
確認する。 

•へッドホンびつなびれていないか確 
認する。 

• U モコンの消音を押して、消音機能 
を解除する。 

• U モコンの入力切 D 換え用ボタンを 
押すか、本体の INPUT SELECTOR 
つまみを回して、お好みの機器を選 
ぶ巧5ページ)。 

• テレビのスピーカーから音声を聞を 
たいとをは 、 HDMI メニューの 
「 AUDIO . OUT 」 を 「 TV + AMP 」 に 
設定してください （60 ページ)。マ 
ルチチャンネル音声のソースを再生 
できない場合は、 「 AMP 」 に設定し 
てください。ただし、この場合、音 
声はテレビのスピーカーからは出力 
されません。 

• 再生機器から出力される音声信号の 
サンプリング周波数、チャンネル数、 
または音声フォーマットび切り換 
わったとさに、音声び途切れる場合 
び友0ます。 


A ム音またはノイズびひどい 

• スピーカーおよびさ機器び正しく接 
続されているか確認する。 

• 接続コードびトランスやモーターか 
ら離れているか、テレビや堂光なか 
ら少なくとも3 メー トル離れている 
か確認する。 

• テレビからオーディオ機器を離す。 

• プラグや端テび巧れている。アル 
コールで少し湿らせた巧で拭を取る。 


特定のスピーカーか6音び出ない、また 
は音びほとんど聞こえない 

•へッドホンを PHONES 端テにつな 
ざ、ヘッドホンから音び聞こえるか 
確認する。へッドホンから片方の 
チャンネルしか出力されていない場 
合は、すべてのコードび本機と機器 
の端テにしっか D と差し込まれてい 
るか確認してください。両ちのチャ 
ンネルびへッドホンから出力されて 
いる場合は、音び出ないフロントス 
ピーカーの接続を確認して < ださい。 

• アナ□グ機器の L 端テと R 端テの両 
ちに接続しているか確認してくださ 
し、。アナログ機器は L と R の両方の 
端テに接続する必要びあ D ます。音 
声コード（別売）をご使用ください。 

• AUTO CAL メニューまたは 
SPEAKER メニューの 
「 PATTERN 」 でスピーカーの設定び 
適切か確認する。その後 、 LEVEL メ 
ニューの「下. TONE 」 を使って、各 
スピーカーから正しく音び出力され 
ているか確認する巧4ページ)。 

•スピーカーのレベルを調節する （53 
ページ)。 

•アクティフサフウーファーび正しく、 
確実に接続されているか確認する。 

•アクティブサブウーファーの電源び 
入っているか確認する。 

• 選んだサウンドフィールドによって 
は、アクティフヴフウーファーから 
音びでないことびあります。 

•すべてのスピーカーび 「 LARGE 」 

に設定されており、 「 NE 06 CIN 」 
または 「 NE 06 MUSJ び選ばれて 
いるとをは、アクティフヴフウー 
ファーから音び出ません。 

•ディスクによっては、ドルビーデジ 
タルサラウンド EX フラグび含まれ 
ていないちのびあ0ます。 




特定の機おか百音び出ない 

• 選んだ機器び、対応する音声入力端 
テに正しく接続されているか確認す 
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•接続に使用されているコードび、本 
機と機器の端テに確実に差し込まれ 
ているか確認する。 

•HDMI メニューの 「 AUDIO . OUT 」 
の設定を確認する （60 ページ)。 

•選んだ機器び、対応する HDMI 端テ 
に正しく接続されているか確認する。 

• HDMI 接続でスーパーオーディオ 
CD を聞くことはでをません。 

•再生機器によっては、機器側で 
HDMI 設定び必要な場合びあ D ます。 
各機器に付属の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 

•特に解像度び108 Op の映像や 
Deep Color または 3 D の映像を視 
聴するとをは、必ず八イスピード 
HDMI ケーブルを使用してください。 

• HDMI 端テから伝送された音声信号 
(フォーマット、ヴンプ U ング周波 
数、ビット長など）はつないだ機器 
によって制限されることびあ D ます。 
HDMI ケーブルでつないだ機器から 
の映像び明瞭でなかったり、音声び 
出なかったりする場合は、つないだ 
機器の設定を確認してください。 

• つないだ機器び著作権保護技術 
( HDCP ) に対応していない場合、本 
機の HDMI TV OUT 端テからの映像 
や音声び歪んだり、出力されないこ 
とびおります。このよラな場合は、 
接続機器の仕様をご確認ください。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD 
Master Audios Dolby TrueHD ) を 
楽しむには、再生機器の映像解像度 
を 720 p /1080 i しん h に設定してくだ 
さい。 

•マルチチャンネルリニア PCM を楽 
しむには、再生機器の映像解像度の 
設定び必要な場合びあります。再生 
機器の取扱説明書を参照してくださ 
い。 

•テレビびシステムオーディオコント 
□ール機能に対応していることを確 
認する。 


• テレビにシステムオーデイオコント 
□-ル機能びないときは 、 HDMI メ 
ニューの 「 AUDIO . OUT 」 の設定を 
下記のよラに設定する。 

-テレビと本機につないだスピー 
力一から音を聞をたい場合は、 
「 TV + AMP 」。 

-本機につないだスピーカーから音 
を聞をたい場合は、 「 AMP 」。 

• 本機にプロジェクターなどの映像機 
器をつないでいるとき、本機につな 
いだスピーカーから音び出力されな 
い場合びあります。この場合は、 
HDMI メニューの 「 AUDIO . OUT 」 
を 「 AMP 」 に設定してください。 

• テレビの入力び選ばれているのに、 

本機につないだ機器の音声び聞こえ 
ない場合 

- HDMI 接続で本機につないだ機器 
のプ□グラムを視聴したいときは、 
必ず本機の入力を HDMI に変更し 
て < ださい。 

-テレビ放送を視聴したいとをは、 
テレビのチャンネルを切り換えて 
<ださい。 

-テレビにつないだ機器のプログラ 
ムを視聴したいとをは、必ず視聴 
したい機器または入力を選んでく 
ださい。この操作についてはテレ 
ビの取扱説明書を参照して < ださ 
い。 

• インプットモードを確認する 
(49 ページ)。 

•「 A . DIRECT ] び選ばれていないか 
確認する。 

• HDMI 機器制御機能を使用している 
場合、つないだ機器をテレビの U モ 
コンで操作することはでをません。 

-つないだ機器およびテレビによつ 
ては、機器側とテレビ側で設定び 
お要な場合びあ D ます。各機器と 
テレビに付属の取扱説明書を参照 
してください。 

-本機の入力を機器に接続した 
HDMI 入力に切 D 換えてください。 

• 選んだデジタル音声入力端テの割0 
当てび他の入力に変更されていない 
か確認してください （50 ページ)。 
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ちちの音のバランスび悪い、または逆起 
している 

• スピーカーおよびさ機器び正しく、 
確実に接続されているか確認する。 

• LEVEL メニューで レベル パラメー 
夕一を調整する。 


ドルビーデジタル、 DTS または AAC マ 
ルチチヤンネルの音青び再をされない 

•再生中の DVD などび、ドルビーデ 
ジタルまたは DTS 形式で録音されて 
いるか確認する。 

• DVD プレーヤーなどを本機のデジタ 
ル入力端モにつないでいるとをは、 
つないだ機器のデジタル音声の出力 
設定び有効になっているか確認する。 

•HDMI メニューで 「 AUDIO . OUT 」 
を 「 AMP 」 に設定する。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD 
Master Audio、Dolby TrueHD )、 
マルチチヤンネルリニア PCM は、 
HDMI 接続でのみ楽しめます。 


サラウンド効まび得百れない 

• 映画用または音楽用のサウンド 
フイールドを選んでいるか確認する 
(41 ページ)。 

• ヴンプ U ング周波数び48 kHz より 
大きい DTS-HD Master Audio 、 
DTS-HD High Resolution Audio 、 
または Dolby TrueHD を受信して 
いる場合は、サウンドフイールドび 
働さません。 


録音がでまない 

• 機器び正しくつなびっているか確認 
する。 

• 入力切り換え用ボタンでソース機器 
を選ぶ巧5ページ)。 

• HDMI IN および D に ITAL IN 端子 
から入力された音声信号は録音でを 
ませル。 

• 一部のソースにはコピー 防止信号び 
含まれています。このよラな場合は、 
ソースからの 録音びでさないことび 
あります。 


本機のスタンバイ巧態時に、テレビか5 
音青が出ない 

•本機びスタンバイ状態になると、本 
機の電源を切る前に選択した HDMI 
機器から音声び出ます。他の機器を 
楽しむ場合は、その機器を再生して 
ワンタッチプレイ操作を行5か、本 
機の電源を入れて、お好みの HDMI 
機器を選択して < ださい。 

•"ブラビアリンク"に対応していない 
機器を本機につなぐ場合は 、 HDMI 
メニユーの 「 PASS . THRU 」 び 
rONJ に設定されていることを確認 
してください （60 ページ)。 


PORTABLE IN 端テにつないだ機器か 
百 A ム音、断続的なノイズまたは蛋んだ 
音が出る 

•機器びしっかりとつなびれているか 
確認する。 

•これは故障ではありません。音声の 
出力状態はつないでいる機器に応じ 
て異な0ます。 


チユーナ ー 


FM 巧ちの受信が態び悪い 
•750 同軸ケーフル（別売）を使つ 
て、下図のよラに本機と屋外 FM ア 
ンテナをつなぐ。 

屋外 FM アンテナ 


本機 



巧を局び受信でをない 

•アンテナびしっか D とつなびれてい 
るか確認する。アンテナを調節した 
り、必要に応じてか部アンテナを使 
ラ。 

• 自動受信で受信状態が悪い（放送局 
の信号が弱い）場含は、手動受信す 
る。 


ごヴ< 
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• プ u セットされた放送局びない、ま 
たはプ1」セットした放送局を消去し 
てしまった（プ1」セットした放送局 
をスキャンして受信している場合)。 
この場合は、放送局をプ1」セットす 
る （39 ページ)。 _ 

•画面表示を < D 返し押して、表示窓 
で周波数を確認する。 

"ブラビアリンク" （ HDMI 機 
お制御機能） 

HDMI 機巧制御機能が働かない 

• HDMI 接続を確認する（20、21ぺ 

—ジ、 

•HDMI メニューで 「 CTRLHDMI 」 

び 「CTRL ON 」 に設定されている 
ことを確認する。 

• つないだ機器び HDMI 機器制御機能 
に対応していることを確認する。 

• つないだ機器の HDMI 機器制御機能 
の設定を確認する。接続機器に付属 
の取扱説明書を参照して < ださい。 

•「 CTRLHDMI 」 び 「CTRL OFF 」 

に設定されているときは、機器び 
HDMI IN 端テに接続されている場合 
でち、"ブラビアリンク"は正しく機 
能しません。 

•"ブラビアリンク"で制御でをる機器 
の種類と数は 、 HDMI CEC 規格で 
し下のとおり制限されています。 

-録画機器（ブルーレイディスクレ 
コーダー、 DVD レコーダーなど）： 
3台まで 

-再生機器（ブルーレイディスクプ 
レーヤー、 DVD プレーヤーなど）： 
3台まで 

-チューナー関連機器：4台まで 
- AV レシーバー(才ーデイオシステ 
ム ） ：1台まで 


U モコン 

y モコンで操作でをない 

• U モコンを本体の U モコン受光部に 
向けて操作する。 

• U モコンと本体の間にある障害物を 
取り除く。 

• U モコンの乾電池び消耗している場 
合は、新しいものに交換する。 

• U モコンで正しい入力を選んだか確 
認する。 

エラーメッセージ 

本機に異常びある場合は、表示窓にメッ 
セージび表示されます。メッセージに 
よって本機の状態を確認でをます。問題 
び解ミ夫しない場合は、お近くのソニー版 
売店にご相談ください。 

エラーメッセージび自動音場補正実行中 
に表示された場合は、「エラーコードび 
表示される場合は」巧3ページ）をご覧 
にな D 、 問題を解ミ夫してください。 


PROTECT 

異常な電流びスピーカーに出力されて 
いるか、本機び何かで覆われ、通気孔 
びふさびれています。数砂後に本機の 
電源び自動的に切れます。本機の天板 
をふさいでいるちのを取り除を、ス 
ピーカーの接続を確認して、ちラー度 


電源を入れて < ださい。 


メモ U を消去する 


参照セクション 

削な巧を 

参照ページ 

メモ IJ に保をされたすべての 

ミ中 
日又疋 

28ぺージ 

カスタマイズしたサウンド 
フィールド 

44ぺージ 
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保証書と アフターヴー 
ビス 

偏正書 

• この製品にはな証書び添付されていま 
すので、お買い上げの際、お買い上げ 
店でお受け取 D ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめのラえ、大切にイ呆巧してください。 
•おな証期間は、お買い上げ曰よ D 1年 
間です。 

ア フターヴー ビス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書ををラ1度ご覧になってお調 
ベください。 


部品の巧有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製 
品の機能を維持するために必要な部品） 

を、製造巧ち切り後8年間イ呆有していま 
す。ただし、故障の状況その他の事情に 
より、修理に代えて製品交換をする場合 
びありますのでご了承ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換 
する際に、旧部品を回収させていただく 
場合びあります。あらかじめご了承くだ 
さい。 

ご相談になるとをは巧のことをお 
知5せ< ださい。 

• 型名： STR - DH 530 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


それでを具合の悪いとまはサービ 
スへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご 
相談窓口のご案内」にあるお近くのソ 
ニーヴービス窓□にご相談ください。 


巧証巧間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させて 
いただをます。詳しくはイ呆証書をご覧く 
ださい。 


巧証巧巧経遇をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、 
ご要望により有料修理させていただをま 
す。 


をな仕様 


アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード（目0、 J 曰 TA ) : 

140 W + 140 W 

サラウンドモード（6 0、 J 曰 TA ) : 

フ□ント部： 

140 W + 140 W 

センター部：140 W 
サラウンド部： 

140 W + 140 W 

サラウンドパック/フ 
□ント八イ部： 

140 W + 140 W 

スピーカー適含インピーダンス 

フ□ント、センター、 
サラウンド、サラウン 
ドバック/フ□ント八 
イ部： 

6 0またはそれ !; Lh 




ごヴ< 
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高調放ひずみ率 日.09%1；|下 

20 Hz -20 kHz 
(6 0 負荷） 

85 W + 85 W 

周波数特性 10 Hz -70 kHz 

± 3服 （6 0時） 
(サウンドフィールド、 
イコライヴー無効時） 

入力 

アナ□グ （PORTABLE IN ) 

感度 ：1 V/50 kn 
S/N 比リ ： 96dB 
(A、 500 mV2)) 

アナ□グ （PORTABLE INI ；! 外） 

感度： 500 mV / 

50 kO 

S/N 比^): 96 dB 
( A 、 500 mV 2)) 

デジタル（同軸） 

インピーダンス： 7 日 0 
S/N 比：100 dB 
( A 、 20 kHz LPF ) 
デジタル（光） S / N 比：100 dB 
( A 、20 kHz LPF ) 

出力（アナ□グ） 

AUDIO OUT 電圧： 500 mV /1 kn 
SUBWOOFER 電圧 ： S V /1 kO 

イコライヴー 

ゲインレベル ±10 dB 、" IdB 単位 

リ INPUT SHORT (サウンドフィールド、イ 
コライヴー無効時） 

2) 重み付さネットワーク、入カレベル 


ビデオ部 

入力/出力 

Video : 1 Vp - p 、 7己0 

COMPONENT VIDEO : 

Y :1 Vp - p 、 7日0 
Pb :日.7 Vp - p 、 7己0 
Pr :日.7 Vp - p 、 75 0 
80 MHz HD パスス 
ルー 

電源、その他 

電源 AC 100 V . 50/60 Hz 

消費電力 170 W 

消費電力（スタンバイ状態時） 

0.3 W 

(「 CTRL . HDMI 」 を 
「CTRL OFF 」 に設定 
時） 

寸法（幅/高さ/與行を）（約） 

430 mm X 157.5 mm 
X 322 mm (最大突起 
部を含む） 

質量 約 7.6 kg 

仕様および外観は、予告な<変更するこ 
とがあ0ます。 

本機はし ns C 61 日 00 -3-2 適合品」で 
す。 

^省エネルギ- •才ートオフ機能搭載 


FM チユーナー部 

受信範囲 76.0 MHz 〜 

90.0 MHz 

アンテナ FM アンテナ線 

アンテナ端子 75 0、不平衡型 

AM チユーナー部 

受信範囲 531 kHz 〜 

1,602 kHz 
(9 kHz 間隔） 

アンテナ ループアンテナ 
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索引 

数き 

2チャンネル40 
5.1 チャンネル16 
7.1 チャンネル16 

あ巧 

インプットモード49 
エラー><ッセージ68 
オートジャンルセレク 
夕一 47 

か巧 

ケーブルテレビチュー 
ナ_ 

接続する2己 

さ巧 

サウンドフィールド 
初期化する44 
選択する40 
消音35 
消去する 
><モ|」28 
U モコン設定62 
シーンセレクト49 
システムオーディオコン 
卜□-ル46 
初期設定28 
自動音場補正30 
自動音量11 
スピーカー 
接続する18 
設置する16 
ス U —プタイマー11 


賊クーユー 

AUDIO 己9 
AUTO CAL 己7 
EQ 己9 
HDM 1 60 
LEVEL 57 
SPEAKER 己7 
SURROUND 己8 
SYSTEM 61 
TUNER 己9 
VIDEO 60 

、己3 口 

造局 

自動で受信する38 
手動で受信する38 
プ U セットした放送 
局を受信する39 

た巧 

チューナー 
接続する27 
デジタル CS チュー 
ナー 

接続する25 
テストトーン34 
テレビ 

接続する20 
電源オフ連動48 

な巧 

ナイトモード10 
名前を付ける35, 40 

は巧 

ビデオデッキ 
接続する26 
ブルーレイディスクプ 
レーヤー/レコー 
ダー 

接続する23 

ま巧 

5 ユージ ックモード42 
ムービーモード41 


6巧 

U モコン9 
録音/録画37 

わ巧 

ワンタッチプレイ46 

A - Z 、0-9 

A . F . D . (モード）41 
AAC 7,1己 
Analog Direct 41 
目 S デジタルチュー 
ナ_ 

接続する2日 
Dolby Digital 7,1己 
DTS 6, 7,15 
DVD レコーダー 
接続する26 
DVD プレーヤー 
接続する23 
HD - D . C . S . 41 
HDMI シグナルパスス 
ルー 60 

PlayStation ®3 
接続する24 
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よ < あるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.jp/support/ 
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